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介
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目
標
は
４
位
キ
ー
プ

　

監
督
と
し
て
初
め
て
の
徳
島
駅
伝

に
臨
む
森
監
督
に
、
意
気
込
み
を
伺

い
ま
し
た
。

　
「
前
回
、
選
手
だ
っ
た
高
校
生
・

大
学
生
が
退
き
、
け
が
の
復
調
を
待

っ
て
い
る
選
手
が
多
い
の
で
、
今
回

は
非
常
に
厳
し
い
戦
い
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
１
年
を
通
し
て
練
習
を

積
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

毎
週
火
・
木
曜
日
に
合
同
練
習
を
行

い
、
一
般
選
手
の
強
化
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
秋
以
降
は
、
各
選
手

の
調
子
も
少
し
ず
つ
上
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。
前
回
５
位
以
降
の
チ
ー
ム

の
レ
ベ
ル
が
さ
ら
に
上
が
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
怖
が
ら
ず
積
極
的
に
走

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

Ｖ字曲線の先に栄光あれ
36人が挑む新春の阿波路

沿道の声援が力に！ 応援よろしくお願いします

ここ４年の成績は５位、６位、６位、４位。右肩上が
りのＶ字曲線は、古豪復活を予感させます。今年は、
阿南市の中心選手として長年、チームを牽引してきた
森 泰英さんが、監督として初采配を振るいます。

全力応援　第61回徳島駅伝大会

楽しく行こう！

（監督）

森　泰英

チームに貢献できる
ように頑張ります

小林璃々
粉骨砕身、 一生懸命

チームのために走ります

生田琉海

万全の体調で臨み
ベストの走りをする

西條功一

インタビュー　期待のランナー2015

今年の目標を一言！

森監督がチームの主軸と期待する

８人の選手にレースへの意気込み

を伺いました。（敬称略）

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
カ
ラ
ー
を

「
黄
」と「
赤
」に
刷
新
‼
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▼阿南市チーム監督・選手
区　分 名　前 学年 所属（学校名） 出場

回数
監　督 森　　泰英 日亜化学工業㈱ 25
コーチ 湯口　武夫 阿波製紙㈱ 34

和渕　孝行 日亜化学工業㈱ 9
マネージャー兼女子選手 数藤　未来 4年 大阪学院大学 9

男子選手

山﨑　優希 日亜化学工業㈱ 9
武谷　佳典 　　〃 9
吉田　侑祐 　　〃 15
稲岡　哲平 　　〃 9
結城　直哉 陸上自衛隊第15普通科連隊 12
國行　麗生 1年 東海大学 4
大羽　剛司 1年 四国大学 6
西條　功一 3年 富岡東高校 5
立田　優詞 2年 　　〃 2
助田　　空 2年 新野高校 2
山崎　敦士 3年 小松島西高校 3
髙見　綾哉 2年 　　〃 3
新居　卓也 1年 　　〃 3
前田　大悟 1年 　　〃 2
吉成　椋介 3年 つるぎ高校 4
黒田　　卓 1年 　　〃 2
谷口　和人 2年 阿南中学校 2
松田　悠陸 3年 　　〃 初
紀本　大成 2年 阿南第一中学校 初
沖津　　力 3年 阿南第二中学校 2
生田　琉海 1年 　　〃 初
久米　智宏 3年 新野中学校 初
大前　龍二 2年 羽ノ浦中学校 初
西田　悠人 3年 　　〃 初

女子選手

島田万由子 2年 富岡東高校 3
福良　郁美 2年 　　〃 2
川口　優香 1年 鳴門高校 4
守野　美祐 3年 阿南中学校 3
荒川　凜果 3年 　　〃 初
亀井　早苗 3年 　　〃 初
藤江　晴香 3年 新野中学校 初
小林　璃々 1年 羽ノ浦中学校 初

▼コース紹介
４日　宍喰橋～幸町新聞放送会館別館前
　　　〔17区間〕104.0㎞
５日　鷲の門前～池田駅前
　　　〔16区間〕  91.7㎞
６日　池田駅前～幸町新聞放送会館別館前
　　　〔11区間〕  72.5㎞
合計　〔44区間〕268.2㎞

▼阿南市内通過予定時刻
４日　11:45　徳島新聞社那賀支局前（再出発）
　　　　　　　　　↓
　　　12:15　山口小学校前
　　　　　　　　　↓
　　　 :49　徳島新聞社阿南支局前
　　　　　　　　　↓
　　　13:11　ローソン羽ノ浦中庄店前
　　　　　　　　　↓
　　　 :32　ケアハウス健祥会アムス前

全力応援　第61回徳島駅伝　がんばれ！阿南市チーム

　

昨
年
に
引
き
続
き
期
待
さ
れ
る
の

は
、
若
手
選
手
の
活
躍
で
す
。

　

中
学
女
子
は
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
実
力
が
あ
り
、
高
校
男
子
と
と
も

に
全
国
大
会
出
場
校
の
選
手
が
そ
ろ

い
ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
将
来
や
可
能

性
を
広
げ
る
た
め
、
高
校
生
を
多
く

起
用
し
て
い
る
の
が
今
年
の
特
色
。

中
堅
や
ベ
テ
ラ
ン
選
手
た
ち
の
安
定

し
た
走
り
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
ど
ん
な
ド
ラ
マ
が

待
っ
て
い
る
の
か
。
１
月
４
日
午
前

７
時
30
分
、
戦
い
の
火
蓋
は
切
ら
れ

ま
す
。

チーム一丸。
メダル奪取！
（主将)
山﨑優希

少しでも速くたすきを
つなげたい

福良郁美

笑顔のたすきリレーで
チームに貢献したい

数藤未来
まだまだ若い者には

負けない！！

湯口武夫

失敗を恐れない
攻めの走り！！

國行麗生
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平
成
26
年
秋
の
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
阿
南
市
で
は
次
の
方
々
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
表
彰
等
と
併
せ
て
ご
披
露
し
ま
す
。

（
11
月
30
日
発
表
分
ま
で
・
一
部
敬
称
略
）

長
年
の
功
績

栄
え
あ
る
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲

瑞
宝
双
光
章田上 勝義さん

柳島町（72歳）

　

田
上
さ
ん
は
、
昭
和
40
年
４
月

に
東
祖
谷
山
村
落
合
小
学
校
の
教

諭
に
奉
職
し
て
以
来
、
38
年
の
長

き
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
充
実
と

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

11
年
４
月
か
ら
２
年
間
は
徳
島
県

教
育
委
員
会
教
育
次
長
、
平
成
16

年
７
月
か
ら
２
期
８
年
間
は
阿
南

市
教
育
委
員
会
教
育
長
と
し
て
、

教
育
行
政
の
振
興
と
発
展
に
多
大

な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章天羽 耕一さん

那賀川町（60歳）

　

天
羽
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
６
月

か
ら
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
千
歳

苑
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
は
千
歳

苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
介

護
職
員
と
し
て
、
長
き
に
わ
た
り

利
用
者
の
心
身
の
健
康
と
生
き
が

い
の
あ
る
生
活
の
支
援
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。
穏
や
か
な
人
柄
と

仕
事
へ
の
真
面
目
な
姿
勢
で
利
用

者
に
親
し
ま
れ
、
後
輩
の
指
導
や

育
成
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

新田 一博さん
那賀川町（75歳）

　

新
田
さ
ん
は
、
昭
和
30
年
10
月

に
那
賀
川
町
消
防
団
に
入
団
さ
れ

て
以
来
、
献
身
的
に
消
防
団
活
動

に
取
り
組
ま
れ
、
昭
和
59
年
に
那

賀
川
町
消
防
団
副
団
長
に
就
任
し

て
か
ら
平
成
18
年
の
退
団
に
至
る

ま
で
、
そ
の
職
責
を
ま
っ
と
う
さ

れ
ま
し
た
。
約
50
年
の
長
き
に
わ

た
る
消
防
団
活
動
を
通
じ
て
、
安

全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

茂村 政典さん
長生町（65歳）

　

茂
村
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
３
月

に
阿
南
郵
便
局
の
外
務
職
員
と
し

て
採
用
さ
れ
て
以
来
、
33
年
の
長

き
に
わ
た
り
専
心
職
務
に
精
励
さ

れ
ま
し
た
。
穏
や
か
で
真
面
目
な

人
柄
で
、
正
確
に
配
達
業
務
を
こ

な
す
な
ど
優
秀
な
勤
務
成
績
を
収

め
ら
れ
、
数
々
の
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
後
輩
の
指
導
や
育
成

に
も
尽
力
さ
れ
、
地
域
の
郵
便
事

業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

秋
の
褒
章

緑

綬

褒

章天羽 一水さん
出来町（67歳）

　

天
羽
さ
ん
は
、
平
成
２
年
４
月

か
ら
徳
島
県
立
障
が
い
者
交
流
プ

ラ
ザ
視
聴
覚
障
が
い
者
支
援
セ
ン

タ
ー
や
徳
島
県
点
訳
友
の
会
で
点

訳
奉
仕
者
と
し
て
活
動
さ
れ
、
24

年
余
り
の
長
き
に
わ
た
り
、
視
覚

障
が
い
者
の
読
書
環
境
充
実
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
説
や
歴
史

文
学
、
医
療
な
ど
幅
広
い
分
野
の

図
書
を
点
訳
さ
れ
、
現
在
ま
で
に

93
タ
イ
ト
ル
、
４
７
５
冊
の
点
字

図
書
を
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

呉羽 忠雄さん
新野町（88歳）

　

呉
羽
さ
ん
は
、
昭
和
22
年
４
月

に
新
野
小
学
校
の
教
諭
に
奉
職
し

て
以
来
、
徳
島
県
内
の
小
中
学
校

教
諭
、
教
頭
、
校
長
と
し
て
、
39

年
の
長
き
に
わ
た
り
学
校
教
育
の

充
実
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
56
年
か
ら
３
年
間
は
阿
南
市

教
育
研
究
所
長
と
し
て
、
阿
南
市

史
編
さ
ん
事
業
の
推
進
等
に
多
大

な
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。福﨑　尚さん

那賀川町（88歳）

　

福
﨑
さ
ん
は
、
昭
和
23
年
４
月

か
ら
徳
島
県
内
の
小
学
校
教
諭
、

教
頭
、
校
長
と
し
て
、
長
き
に
わ

た
り
学
校
教
育
の
充
実
と
発
展
に

尽
力
さ
れ
、
特
に
人
権
尊
重
の
教

育
推
進
、
へ
き
地
教
育
振
興
等
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
退
職
後
は
、

那
賀
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

と
し
て
地
域
の
活
性
化
に
多
大
な

る
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
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警
察
庁
長
官
・
公
益
財
団
法
人

全
国
防
犯
協
会
連
合
会

会
長
連
名
表
彰

■
防
犯
栄
誉
銀
賞

上
田
光
男
さ
ん
（
柳
島
町
）

徳
島
県
知
事
表
彰

■
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
賞

阿
南
警
察
署
署
所
在
地
管
内
地
域

の
安
全
を
守
る
会

■
と
く
し
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞

浅
野
青
史
さ
ん
（
長
生
町
）

■
男
女
共
同
参
画
立
県
と
く
し
ま

づ
く
り
賞
特
別
賞

日
本
女
性
会
議〈
男
女
共
同
参
画
〉

２
０
１
３
あ
な
ん

■
徳
島
県
卓
越
技
能
者

「
阿
波
の
名
工
」

鶴
羽
博
昭
さ
ん
（
新
野
町
）

■
と
く
し
ま
自
主
防
災
活
動
賞

領
家
町
自
主
防
災
会

■
高
齢
者
福
祉
功
労
者

新
野
伊
佐
子
さ
ん
（
新
野
町
）

上
原
正
博
さ
ん
（
那
賀
川
町
）

■
高
齢
者
介
護
功
労
者

篠
岡
明
美
さ
ん
（
津
乃
峰
町
）

井
馬
美
智
代
さ
ん
（
橘
町
）

丸
山
由
美
子
さ
ん
（
見
能
林
町
）

■
友
愛
訪
問
活
動
功
労
者

井
村
房
江
さ
ん
（
福
村
町
）

大
臣
表
彰

法
務
大
臣
表
彰清崎 高史さん

長生町（64歳）

　

清
崎
さ
ん
は
、
平
成
４
年
に
保

護
司
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
22
年

の
長
き
に
わ
た
り
地
域
の
更
生
保

護
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
常

に
穏
や
か
な
人
柄
で
、
公
平
か
つ

誠
実
な
指
導
に
よ
り
、
過
ち
に

陥
っ
た
人
た
ち
の
更
生
を
助
け
、

精
力
的
に
犯
罪
予
防
活
動
や
更
生

保
護
思
想
の
啓
発
の
た
め
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

安井 龍太郎さん
椿泊町（75歳）

　

安
井
さ
ん
は
、
平
成
４
年
に
保

護
司
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
22
年

の
長
き
に
わ
た
り
地
域
の
更
生
保

護
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
素

朴
か
つ
温
か
い
人
柄
と
公
平
で
誠

実
な
指
導
に
よ
り
、
過
ち
に
陥
っ

た
人
た
ち
の
更
生
を
助
け
る
傍
ら
、

地
域
の
指
導
者
と
し
て
犯
罪
予
防

活
動
や
更
生
保
護
思
想
の
啓
発
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

若木 康正さん
領家町（62歳）

　

若
木
さ
ん
は
、
平
成
５
年
に
保

護
司
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
21
年

の
長
き
に
わ
た
り
地
域
の
更
生
保

護
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
献

身
的
に
、
時
に
は
親
代
わ
り
と
な

り
な
が
ら
過
ち
に
陥
っ
た
人
た
ち

の
更
生
を
助
け
る
傍
ら
、
地
区
保

護
司
会
の
理
事
を
長
年
務
め
ら
れ
、

同
会
の
運
営
、
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

笠井 章夫さん
向原町（67歳）

　

笠
井
さ
ん
は
、
視
覚
に
障
が
い

が
あ
り
な
が
ら
も
、
昭
和
42
年
か

ら
長
き
に
わ
た
り
身
体
障
害
者
相

談
員
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
阿

南
市
視
力
障
害
者
会
会
長
な
ど
を

歴
任
さ
れ
、
現
在
は
阿
南
市
身
体

障
害
者
連
合
会
会
長
、
徳
島
県
身

体
障
害
者
連
合
会
理
事
と
し
て
、

障
が
い
者
の
社
会
参
加
活
動
の
推

進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。仁木 房子さん

中大野町（76歳）

　

仁
木
さ
ん
は
、
阿
南
市
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
理
事
な
ど
を
歴
任

さ
れ
、
平
成
16
年
か
ら
は
会
長
と

し
て
会
員
の
福
祉
向
上
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
か
ら
徳

島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
会
長

と
し
て
、
会
員
を
含
む
す
べ
て
の

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
育
て
支
援
に

取
り
組
ま
れ
、
現
在
も
理
事
と
し

て
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
大
臣
表
彰

阿部 よしこさん
福井町（91歳）

　

阿
部
さ
ん
は
、
平
成
７
年
か
ら

Ｊ
Ｒ
四
国
牟
岐
線
阿
波
福
井
駅
構

内
で
、
毎
日
の
よ
う
に
花
の
手
入

れ
や
早
朝
の
掃
除
に
取
り
組
ま
れ
、

長
き
に
わ
た
り
駅
の
環
境
美
化
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
花
壇
に
植

え
ら
れ
た
四
季
折
々
の
花
は
、
Ｊ

Ｒ
利
用
者
や
地
域
住
民
の
目
を
楽

し
ま
せ
、
駅
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

大
臣
感
謝
状

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

　

長
年
に
わ
た
り
農
林
水
産
統
計

業
務
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
農
林
水
産
統
計
業
務
永
年
協
力
者

古
山　

茂
（
上
中
町
）

谷
中
勝
信
（
山
口
町
）

阿
地
建
和
（
新
野
町
）

■
農
林
水
産
統
計
業
務
特
別
協
力
者

高
島
敏
一
（
大
潟
町
）

そ
の
他
の
表
彰

第
五
管
区
海
上
保
安

本
部
長
表
彰

徳
島
県
水
難
救
済
会
阿
南
救
難
所

椿
泊
支
所

棚
橋
金
治
郎
さ
ん
（
椿
町
）

岡
本
眞
二
さ
ん
（
椿
町
）

岡
本　

勝
さ
ん
（
椿
町
）
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社
会
福
祉
に
尽
力

徳
島
県
社
会
福
祉
大
会

■
名
誉
大
会
長
（
知
事
）
表
彰

社
会
福
祉
事
業
功
労
者

兼
上
公
恵
（
長
生
町
）

清
田
み
ど
り
（
長
生
町
）

黒
部
美
智
代
（
那
賀
川
町
）

島
谷
明
美
（
那
賀
川
町
）

鈴
江
美
江
子
（
見
能
林
町
）

鶴
岡
千
絵
（
羽
ノ
浦
町
）

西
本
千
枝
子
（
柳
島
町
）

原　

桂
子
（
那
賀
川
町
）

美
間
律
子
（
福
井
町
）

村
上
宏
義
（
那
賀
川
町
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
団
体

神
野
米
市
（
桑
野
町
）

■
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

高
島
武
夫
（
大
潟
町
）

谷　

広
子
（
楠
根
町
）

松
田
久
夫
（
横
見
町
）

社
会
福
祉
事
業
功
労
者
・
団
体

板
倉
チ
ヱ
子
（
那
賀
川
町
）

板
敷
孝
香
（
下
大
野
町
）

上
田
恵
美
（
日
開
野
町
）

武
岡
洋
子
（
羽
ノ
浦
町
）

谷
口
真
奈
美
（
新
野
町
）

玉
置
正
敏
（
長
生
町
）

新
居
登
美
子
（
宝
田
町
）

松
本
公
恵
（
羽
ノ
浦
町
）

三
澤
智
恵
美
（
那
賀
川
町
）

吉
本
る
り
子
（
那
賀
川
町
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
団
体

浅
野
青
史
（
長
生
町
）

立
山
泰
蔵
（
羽
ノ
浦
町
）

お
も
ち
ゃ
の
図
書
館
グ
ル
ー
プ

（
那
賀
川
町
）

影
絵
グ
ル
ー
プ　

お
ん
ご
ろ
う
一

座
（
那
賀
川
町
）

桑
野
地
域
の
安
全
を
守
る
会
（
山

口
町
）

寿
瞳
い
け
ば
な
教
室
（
富
岡
町
）

赤
飯
調
理
・
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
（
那
賀
川
町
）

調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

つ
く
し
の

会
（
那
賀
川
町
）

西
方
花
の
会
（
長
生
町
）

■
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

川
野
ツ
ヤ
コ
（
津
乃
峰
町
）

阿
南
市
文
化
祭
優
秀
作
品
表
彰

　

第
43
回
阿
南
市
文
化
祭
優
秀
作

品
表
彰
式
が
12
月
7
日
、
夢
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

■
書
道
の
部

【
市
長
賞
】
生
野
久
美

【
議
長
賞
】
小
西
千
恵

【
教
育
長
賞
】
上
野
益
代

■
日
本
画
の
部

【
市
長
賞
】
増
田
英
俊

■
洋
画
の
部

【
市
長
賞
】
笹
田
征
二

【
議
長
賞
】
染
田
節
子

【
教
育
長
賞
】
吉
岡
厚
子

■
写
真
の
部

【
市
長
賞
】
丈
池
孝
子

【
議
長
賞
】
阿
部
奈
都
子

【
教
育
長
賞
】
姫
野
博
司

■
美
術
工
芸
の
部

【
市
長
賞
】
松
田
秀
子

【
議
長
賞
】
岩
瀬
良
子

【
教
育
長
賞
】
瀬
底
功
子

■
華
道
展
の
部

【
市
長
賞
】
未
生
流
笹
岡

【
議
長
賞
】
小
原
流

【
教
育
長
賞
】
嵯
峨
御
流

■
寒
蘭
の
部

【
市
長
賞
】
秦
野
一
三

【
議
長
賞
】
成
松
久
寿

【
教
育
長
賞
】
井
上
久
夫

■
俳
句
の
部

【
市
長
賞
】
近
藤
ま
い

【
議
長
賞
】
中
野　

郁

【
教
育
長
賞
】
阿
部
勝
代

■
短
歌
の
部

【
市
長
賞
】
矢
野
道
子

【
議
長
賞
】
鹿
島
壽
美
子

【
教
育
長
賞
】
五
島
秀
子

■
学
童
展

科
学
経
験
発
表
の
部（
１
～
４
年
）

【
市
長
賞
】

　

内
村
真
悠
（
羽
ノ
浦
小
）

【
教
育
長
賞
】

　

鎌
田
智
江
（
桑
野
小
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】

　

中
西
瑚
珀
（
富
岡
小
）

科
学
経
験
発
表
の
部
（
５
、６
年
）

【
市
長
賞
】

　

久
米
田
員
男
（
富
岡
小
）

【
教
育
長
賞
】

　

仁
木
愛
菜
（
山
口
小
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】

　

西
浦
志
武
（
富
岡
小
）

科
学
経
験
発
表
の
部
（
中
学
生
）

【
市
長
賞
】
佐
野
翔
影
、
森　

彩

翔
、笹
田
か
り
ん（
阿
南
第
二
中
）

【
教
育
長
賞
】
高
橋
隼
人
、
福
良

頼
慶
（
富
岡
東
中
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】
岩
野
ひ
か

る
、
福
田
龍
弥
、
朝
田　

翔
、
市

原
陽
海
（
富
岡
東
中
）

基礎調査実施のご案内
徳島県では、１月中旬から５月末までの間、上記地区の土砂
災害が発生する恐れのある箇所の調査を実施します。
現地を調査する際に、徳島県が発行する身分証明書を携帯し
た調査員が、皆さまの土地に立ち入りをさせていただくこと
がありますので、ご理解とご協力をよろしくお願いします。
なお、調査結果については、後日、説明会などによりお知ら
せする予定です。

基礎調査とは？ 
基礎調査とは、土砂災害防止法に基づき、土砂災害が発生する恐れがある箇所の地形、地質等
を調査し、土砂災害の恐れがある危険な区域を把握するためのものです。
調査完了後、その区域について地元説明会や市長への意見聴取を行い「土砂災害警戒区域」や

「土砂災害特別警戒区域」として指定します。

問い合わせは
徳島県南部総合県民局（阿南）砂防担当（☎ 24 － 4252）
徳島県県土整備部砂防防災課（☎088－621－2540）
阿南市建設部土木課（☎22－1595）へ

土砂災害防止法に基づく基礎調査を実施します
調査対象地区　桑野町、才見町、中林町、長生町、畭町
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阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
明
る
い

4

4

4

明
日
を

　

市
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
が
事
故
、
災
害
の
な
い
安
寧
な

一
年
と
な
る
こ
と
を
念
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
12
月
に
野
球
の
ま
ち
阿
南
に
と
っ

て
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
、
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
実
施
競
技
入
り
が
現
実

味
を
帯
び
て
き
た
の
で
す
。

　

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ⅰ
Ｏ
Ｃ
）
は
、

昨
年
末
の
臨
時
総
会
で
開
催
都
市
が
追
加
種
目
を

提
案
で
き
る
権
利
を
承
認
し
、
本
年
７
月
下
旬
、

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
Ⅰ
Ｏ
Ｃ
総
会

で
競
技
種
目
の
追
加
が
決
定
さ
れ
る
見
込
み
と
な

り
ま
し
た
。

　

２
０
０
８
年
の
北
京
五
輪
以
降
、
競
技
種
目
か

ら
外
さ
れ
、
日
本
の
国
技
と
も
い
っ
て
い
い
野
球
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
関
係
者
の
落
胆
も
大
き
く
、〝
野

球
の
ま
ち
〟
を
掲
げ
る
阿
南
市
に
と
り
ま
し
て
も

残
念
な
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

前
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
１
９
６
４
年
）

を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
文
部
科
学
省
の
調
査
で

は
、
今
、「
子
ど
も
の
投
げ
る
力
」
の
低
下
が
顕

著
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
10
歳
の
男
子
で
は
、

50
年
前
よ
り
６
メ
ー
ト
ル
も
低
下
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

全
国
の
中
学
校
軟
式
野
球
部
員
数
は
、
北
京
五

輪
が
実
施
さ
れ
た
２
０
０
８
年
度
に
は
約
30
万
６

０
０
０
人
で
し
た
が
、
今
は
約
22
万
１
０
０
０
人

（
公
益
財
団
法
人
日
本
中
学
校
体
育
連
盟
調
査
）

と
、
こ
の
６
年
間
で
３
割
近
く
も
減
っ
て
い
ま
す
。

　

Ⅰ
Ｏ
Ｃ
の
改
革
の
背
景
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

の
立
候
補
都
市
が
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
へ
の
危

機
感
が
あ
り
ま
す
。
開
催
都
市
が
望
む
種
目
を
追

加
で
き
れ
ば
、
五
輪
の
開
催
機
運
の
醸
成
や
入
場

料
収
入
、
テ
レ
ビ
放
映
権
な
ど
、
開
催
都
市
の
メ

リ
ッ
ト
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

世
界
野
球
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
の
努
力
も
大
き

な
も
の
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
投
資
の
抑
制

を
う
た
っ
て
い
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
プ

ロ
野
球
と
の
調
整
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
東
京

ド
ー
ム
や
明
治
神
宮
野
球
場
を
使
用
し
、
９
回
制

を
７
回
に
変
更
、
野
球
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
大
会

の
前
半
と
後
半
に
分
け
て
開
催
し
、
選
手
村
も
交

代
で
使
用
す
る
こ
と
ま
で
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

あ
る
小
学
生
の
男
の
子
が
「
明
る
い
日
と
書
い

て
、
明
日
っ
て
読
む
ん
だ
よ
」
と
言
い
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
こ
の
阿
南
市
も
、
明
る
い
明
日

を
信
じ
た
い
も
の
で
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
金
５
億
円

日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社　

代

表
取
締
役　

小
川
英
治
様
か

ら
就
学
前
児
童
を
対
象
と
し
た
、

子
育
て
支
援
施
策
充
実
の
た
め

の
資
金
と
し
て

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
５
万
４
４
５
円

羽
ノ
浦
町　

ブ
ル
ー
ロ
ケ
ッ
ツ　

代
表　

中
山
博
子
様
か
ら
難
病

患
者
支
援
団
体
へ
の
活
動
資
金

と
し
て

●
金
２
万
１
５
８
５
円　

徳
島
市
津
田
本
町　

カ
ラ
オ
ケ

ク
ラ
ブ
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ン
ド　

代

表　

姫
路
清
二
様
か
ら
カ
ラ
オ

ケ
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
を
地
域
福

祉
事
業
活
動
資
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

物
品
購
入
等
の

指
名
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
書

（
追
加
申
請
）
を
受
付

　

平
成
27
年
度
に
市
が
発
注
す
る

物
品
購
入
等
の
指
名
競
争
入
札
に

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
指

名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
平
成
26
年
中
に
申
請

さ
れ
た
方
は
不
要
で
す
。

提
出
期
間　
１
月
13
日
㈫
～
２
月

10
日
㈫
（
土
、
日
曜
日
を
除
く
）

物
品
購
入
等
の
種
類　
備
品
、
消

耗
品
類
お
よ
び
原
材
料
品
（
工
事

用
原
材
料
を
含
む
）
な
ど

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
管
財

課
（
☎
22

－

３
８
０
４
）
へ

平
成
26
年
度
公
共
下
水
道

接
続
申
請（
助
成
金
対
象
）の

受
付
期
間
は
２
月
27
日
㈮
ま
で

　

平
成
24
年
か
ら
供
用
開
始
し
た

区
域
の
方
の
接
続
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
４
月
１

日
に
供
用
開
始
し
た
区
域
の
方
は
、

今
年
度
が
助
成
金
対
象
の
最
終
年

度
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。（
新
築
お
よ
び
５
月

１
日
以
降
の
供
用
開
始
は
除
く
）

　

な
お
、
施
工
業
者
は
「
阿
南
市

排
水
設
備
指
定
工
事
店
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）」
の
中
か
ら

選
定
し
て
く
だ
さ
い
。

接
続
申
請
の
受
付
期
間　

２
月
27
日
㈮　

午
後
５
時
ま
で

完
了
検
査
の
受
付
期
間　

３
月
24
日
㈫　

午
後
５
時
ま
で

問
い
合
わ
せ
は　
下
水
道
課
（
☎

22

－

１
７
９
６
）
へ

7　広報あ な ん 2015.1



公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
の
交
付

　

老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
上
の

雑
所
得
と
し
て
課
税
の
対
象
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
老

齢
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、

１
年
間
の
年
金
の
支
払
総
額
な
ど

を
記
載
し
た
「
源
泉
徴
収
票
」
が

１
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

確
定
申
告
の
際
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

た
だ
し
、
障
害
年
金
・
遺
族
年

金
は
、
課
税
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
た
め
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ

れ
た
場
合
や
未
着
の
場
合
等
に
は
、

年
金
事
務
所
ま
た
は
日
本
年
金
機

構
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
）
に
お
い
て
源
泉
徴

収
票
の
再
交
付
の
受
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０

－

05

－

１
１
６
５
）

※
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
で
お
か

け
に
な
る
場
合
は

（
☎
03

－

６
７
０
０

－

１
１
６
５
）

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
証
の
交
付

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳

以
上
の
方
で
、
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
方
に
対
し
て

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
証
」

を
交
付
し
ま
す
。

 

こ
の
認
定
証
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
や
市
・
県
民
税
の
申
告
の

際
に
、
税
法
上
の
「
特
別
障
害
者

控
除
」
お
よ
び
「
障
害
者
控
除
」

を
受
け
る
と
き
に
障
害
者
手
帳
の

代
わ
り
と
な
る
も
の
で
、
交
付
に

は
本
人
ま
た
は
家
族
の
申
請
が
必

要
で
す
。

　

な
お
、
す
で
に
「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け

ら
れ
た
方
で
、
要
介
護
認
定
状
態

区
分
に
変
更
の
な
い
方
は
、
申
告

の
際
に
前
回
交
付
さ
れ
た
認
定
証

が
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
新
た
な

申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
特
別
障
害
者
は
要
介
護
認
定
が

４
・
５
の
方
、
障
害
者
は
要
介
護

認
定
が
１
～
３
の
方
が
該
当
し
ま

す
。

申
請
受
付　
１
月
９
日
㈮
～

申
請
に
必
要
な
も
の　
介
護
保
険

被
保
険
者
証
、
印
鑑

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
福
祉

課
（
☎
22

－

１
５
９
２
）
へ

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

（
２
月
１
日
現
在
）
を
実
施
し
ま

す
。
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
農
林

業
の
「
イ
マ
」
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、「
未
来
」
を
導
く
施

策
の
企
画
・
立
案
に
活
用
す
る
た

め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
農
林
業
を
営
ん
で
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
体
を
対
象
に

５
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
統
計
調
査

で
す
。
調
査
対
象
の
候
補
と
な
る

方
に
は
、
１
月
下
旬
か
ら
調
査
員

が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

企
画
政
策
課

（
☎
22

－

３
４
２
９
）
へ

第
25
回
阿
南
市

生
涯
学
習
推
進
大
会

　

生
涯
学
習
実
践
の
成
果
を
発
表

し
ま
す
。
阿
南
市
出
身
の
脚
本
家

に
よ
る
記
念
講
演
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
１
月
24
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
開
会
（
受
付
：
午
後
１
時
～
）

場
所　
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
（
情
報
文

化
セ
ン
タ
ー
）

内
容　
▼
子
ど
も
神
楽
（
福
井
金

刀
比
羅
宮
）に
よ
る「
博
学
狸 

こ

ん
ぴ
ら
三
本
足
狸
問
答
」上
演
▼
阿

南
ふ
る
さ
と
大
使
・
旺
季
志
ず
か

さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
「
人
生
を

遊
び
に
す
る
法
～
主
人
公
は
あ
な

た
～
」
▼
羽
ノ
浦
伝
統
文
化
子
ど

も
教
室
に
よ
る
お
茶
席
（
正
午
～

午
後
１
時
30
分
・
１
回
２
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
は　

生
涯
学
習
課

（
☎
22

－

３
３
９
１
）
へ

阿
南
市
消
防
出
初
式

　

輝
か
し
い
平
成
27
年
の
新
春
を

飾
る
阿
南
市
消
防
出
初
式
を
開
催

し
ま
す
。
出
初
式
は
、
市
民
の
安

心
で
安
全
な
生
活
を
守
る
消
防
団

員
・
職
員
の
士
気
高
揚
と
、
職
務

の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
た
め
、

消
防
団
員
・
職
員
約
５
０
０
人
が

参
加
し
て
行
わ
れ
る
年
頭
の
恒
例

行
事
で
す
。
ぜ
ひ
、
消
防
団
員
・

職
員
の
雄
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
１
月
11
日
㈰　

午
前
10
時
～

場
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）

問
い
合
わ
せ
は　
消
防
本
部
警
防

課
（
☎
22

－

３
７
９
６
）
へ

台風12号・11号被害への支援等のお礼
皆様のご支援・ご協力に心からお礼を申し上げるとと
もに、感謝の気持ちを込めてお名前を公表させていた
だきます。	 （順不同・敬称略）

■義援金等
阿南市農業委員一同／公認先達・歩き遍路の会／日
本郵政グループ労働組合四国地方本部／熊澤　勝／
東富田コミュニティ協議会／徳島新聞販売店阿南西
部支部みつわ会（大野・宝田・桑野・新野・福井・
鷲敷・丹生谷専売所）／天ヶ瀬敏彦／口座振込１件

阿
南
市
議
会　
正
副
議
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
26
年
阿
南
市
議
会
12
月
定
例
会
が
12
月
５
日
に
開
会
し
、

正
副
議
長
、
各
常
任
委
員
会
委
員
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
、
特

別
委
員
会
委
員
な
ど
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
各
委
員
会
の
構
成
に

つ
い
て
は
、
阿
南
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議長（第51代）
横田 守弘氏
（67歳・内原町）

副議長（第55代）
日下 公明氏
（63歳・加茂町）
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阿
南
市
人
権
教
育・啓
発

研
究
講
座（
冬
期
）

受
講
生
募
集

　

講
座
を
集
中
的
に
開
催
す
る
こ

と
で
、
人
権
課
題
を
よ
り
専
門
的

に
学
び
見
識
を
深
め
ま
す
。

日
時　

２
月
３
日
㈫
、
10
日
㈫　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
文
化
会
館
２
階　

研
修
室
２

内
容　
「
高
齢
者
の
こ
こ
ろ
の
健

康
～
認
知
症
と
う
つ
病
に
つ
い
て

～
」

講
師　
介
護
老
人
保
健
施
設
阿
南

名
月
苑
地
域
連
携
室　

村
上
雅
裕

さ
ん

定
員　
40
人

申
込
締
切
日　
１
月
26
日
㈪

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

人

権
・
男
女
参
画
課
（
☎
22

－

３
０

９
４
）
へ

第
31
回

阿
南
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
募
集

日
時　
３
月
15
日
㈰　

午
前
９
時

30
分
開
会
式（
10
時
～
ス
タ
ー
ト
）　

場
所　
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ス　
北
ノ
脇
・
淡
島
シ
ー
サ

イ
ド
コ
ー
ス

種
目　
①
小
学
生
の
部
２
㌔
②
中

学
生
の
部
３
㌔
③
高
校
一
般
・
壮

年
の
部
10
㌔
④
家
族
の
部
２
㌔

（
タ
イ
ム
計
測
な
し
）

定
員　
①
小
学
生
の
部
１
０
０
人

程
度
②
中
学
生
の
部
１
０
０
人
程

度
③
高
校
一
般
・
壮
年
の
部
４
０

０
人
程
度
④
家
族
の
部
50
組
程
度

※
す
べ
て
申
込
順

参
加
資
格　

小
学
４
年
生
以
上

（
家
族
の
部
の
み
３
歳
以
上
）

参
加
料　
無
料

申
込
期
間　
１
月
６
日
㈫
～
２
月

16
日
㈪
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

申
込
み・問
い
合
わ
せ
は　
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課（
☎
22

－

３
３
９
４
）へ

　

こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
（
遺
族

年
金
、
障
害
年
金
、
老
齢
年
金
、

労
災
年
金
、
遺
族
補
償
）
を
受
給

す
る
方
は
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
26

年
12
月
以
降
は
、
年
金
額
が
児
童

扶
養
手
当
額
よ
り
低
い
方
は
、
そ

の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め

に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
受
給
し

て
い
る
年
金
額
が
手
当
額
よ
り
低

い
か
ど
う
か
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
害
年
金
な
ど
を
受
給

の
方
は
、
年
金
の
子
の
加
算
を
手

続
き
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
開
始
日

　

申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給
開
始

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま

で
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
た
こ

と
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

で
き
な
か
っ
た
方
の
う
ち
、
平
成

26
年
12
月
１
日
に
支
給
要
件
を
満

た
し
て
い
る
方
が
、
平
成
27
年
３

月
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
は
、
平

成
26
年
12
月
分
の
手
当
か
ら
受
給

で
き
ま
す
。

※
平
成
26
年
12
月
～
平
成
27
年
３

月
分
の
手
当
は
、
平
成
27
年
４
月

に
支
払
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
相
談
室

（
☎
22

－

１
６
７
７
）
へ

平
成
26
年
度
阿
南
市

認
定
農
業
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

農
業
者
相
互
の
情
報
交
換
と
連

携
強
化
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
１
月
22
日
㈭　

午
後
２
時
～

場
所　
文
化
会
館
２
階　

研
修
室

内
容　
▼
香
川
県
の
イ
チ
ゴ
農
家

㈱
ス
カ
イ
フ
ァ
ー
ム
に
よ
る
基
調

講
演
「
農
家
・
異
業
種
と
の
連
携

で
見
え
て
き
た
夢
の
あ
る
農
業
経

営
」
▼
阿
南
市
認
定
農
業
者
の
活

動
状
況
紹
介
▼
農
産
物
の
徳
島
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
に
つ
い
て
の
説
明

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
担
い
手

育
成
総
合
支
援
協
議
会
（
農
林
水

産
課
振
興
係
内
☎
22

－

１
５
９

８
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

交
通
事
故
に
ご
注
意
を

　

新
し
い
一
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

運
転
に
対
す
る
意
識
が
散
漫
に
な

っ
た
り
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
軽
視
し
た
行
動
は
事
故
の
元
で

す
。
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
良
い
一
年
に
し

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

平
成
26
年
12
月
１
日
か
ら

「
児
童
扶
養
手
当
法
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

あぶない !こんなに事故が
交 通
事 故

件　数
死　者
負傷者

160件（2,196）
0人（    2）

26人（319）

救 急 件　数
搬送人員

256件（2,956）
242人（2,850）

火 災 件　数
損害額

1件（  25）
292千円

（35,452千円）
●阿南署管内平成26年11月分合計。カッコ内は１

月からの累計。損害額は未確定分を含んでいません。

市では、平成26年８月に発生
した台風12号および11号に伴
う大雨により、被災された方々
を支援するための義援金を受け
付けています。
受付期限　３月31日㈫
受付方法　現金または口座振込
問 会計課（☎22ー3294）へ

災 害 義 援 金 を
募集しています

●教育長報告
①県市教育委員会合同訪問報告
②二学期制の検証について
③27年度当初予算案について
④児童生徒の活躍
●平成27年阿南市成人式について
　（生涯学習課）

※定例会の日時は、市のホームページでお知
らせしています。くわしくはお問い合わせ
ください。

問い合わせは　
教育委員会総務課（☎22−3299）へ

11月定例会（11月19日開催）で、
次の内容について審議し、承認され
ました。

教育委員会定例会だより
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一
般
事
務

（
臨
時
的
任
用
職
員
）

募
集
内
容　
平
成
27
年
度
に
市
役

所
お
よ
び
関
係
機
関
に
お
い
て
、

臨
時
的
に
勤
務
す
る
職
員

応
募
資
格　
昭
和
30
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基

本
操
作
（
文
書
作
成
・
表
計
算
等
）

が
で
き
る
方

賃
金　
日
額
６
６
０
０
円

申
込
方
法　
人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
１

月
13
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
期
間　
１
月
13
日
㈫
～
22
日

㈭
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

試
験
内
容　
筆
記
試
験
お
よ
び
小

作
文
試
験

試
験
日　
２
月
８
日
㈰

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

保
育
所
給
食
調
理

（
臨
時
的
任
用
職
員
）

募
集
内
容　
平
成
27
年
度
に
市
立

保
育
所
に
お
い
て
、
臨
時
的
に
勤

務
す
る
給
食
調
理
員

応
募
資
格　
昭
和
30
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
44
人
程
度

賃
金　
日
額
６
６
０
０
円

申
込
方
法　
人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」
は
、

１
月
６
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま

す
。

申
込
期
間　
１
月
６
日
㈫
～
15
日

㈭
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日

は
除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験

試
験
日　
２
月
１
日
㈰

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

学
校
給
食
調
理

（
臨
時
的
任
用
職
員
）

募
集
内
容　
平
成
27
年
度
に
学
校

給
食
施
設
お
よ
び
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
臨
時
的
に
勤
務

す
る
給
食
調
理
員

応
募
資
格　
昭
和
30
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
43
人
程
度

賃
金　
日
額
６
６
０
０
円

申
込
方
法　
教
育
委
員
会
総
務
課

備
え
付
け
の
「
申
込
用
紙
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
教
育
委

員
会
総
務
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。「
申
込
用
紙
」
は
、
１
月

６
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
期
間　
１
月
６
日
㈫
～
15
日

㈭
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日

は
除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験

試
験
日　
２
月
１
日
㈰

問
い
合
わ
せ
は　
教
育
委
員
会
総

務
課
（
☎
22

－

３
２
９
９
）
へ

学
校
用
務

（
臨
時
的
任
用
職
員
）

募
集
内
容　
平
成
27
年
度
に
市
内

の
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
等

に
お
い
て
、
臨
時
的
に
勤
務
す
る

学
校
用
務
員

応
募
資
格　
昭
和
30
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
18
人
程
度

賃
金　
日
額
６
６
０
０
円

申
込
方
法　
教
育
委
員
会
総
務
課

備
え
付
け
の
「
申
込
用
紙
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
教
育
委

員
会
総
務
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。「
申
込
用
紙
」
は
、
１
月

27
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
期
間　
１
月
27
日
㈫
～
２
月

５
日
㈭
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験

試
験
日　
２
月
11
日
㈷

問
い
合
わ
せ
は　
教
育
委
員
会
総

務
課
（
☎
22

－

３
２
９
９
）
へ

幼
稚
園
助
教
諭
お
よ
び

子
育
て
支
援
保
育
士

（
臨
時
的
任
用
職
員
）

募
集
内
容　
平
成
27
年
度
に
市
立

幼
稚
園
で
臨
時
的
に
勤
務
す
る
幼

稚
園
助
教
諭
お
よ
び
子
育
て
支
援

保
育
士

応
募
資
格　

①
幼
稚
園
助
教
諭　

幼
稚
園
教
諭
免
許
状
を
有
す
る
方

②
子
育
て
支
援
保
育
士　
幼
稚
園

教
諭
免
許
状
ま
た
は
保
育
士
資
格

を
有
す
る
方

※
①
②
と
も
平
成
27
年
３
月
31
日

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方
を
含
む

採
用
予
定
人
員　
▼
幼
稚
園
助
教

諭
（
１
日
お
よ
び
短
時
間
勤
務
）　　

16
人
程
度
▼
子
育
て
支
援
保
育
士　

８
人
程
度

試
験
内
容　
面
接
試
験

試
験
日　
１
月
25
日
㈰

申
込
方
法　
履
歴
書
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規

格
用
紙
）
に
幼
稚
園
教
諭
免
許
状

ま
た
は
保
育
士
証
の
写
し
（
資
格

取
得
見
込
み
証
明
書
も
可
）
を
添

え
て
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
期
間　
１
月
５
日
㈪
～
９
日

㈮
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分

問
い
合
わ
せ
は　

学
校
教
育
課

(

☎
22

－

３
３
９
０)

へ

臨
時
的
任
用
職
員
・

指
導
員
・
嘱
託
職
員
等

を
募
集
し
ま
す

　
提
出
書
類
に
記
載
さ
れ
た

個
人
情
報
等
は
、
目
的
以
外

に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　
勤
務
条
件
等
く
わ
し
く
は

担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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阿
南
市
費
教
員・

人
権
ふ
れ
あ
い
子
ど
も
会

指
導
員
等（
嘱
託
職
員
）

募
集
内
容　
平
成
27
年
度
に
次
の

①
～
④
の
職
務
に
従
事
す
る
方

①
市
費
教
員

職
務
内
容　
市
内
小
中
学
校
で
の

児
童
・
生
徒
の
指
導

応
募
資
格　
小
学
校
も
し
く
は
中

学
校
教
諭
の
免
許
状
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

に
当
該
免
許
を
取
得
見
込
み
の
方

②
適
応
指
導
教
室
指
導
員
・

　
不
登
校
支
援
生
活
指
導
員
　
　
　
　
　
　
　

職
務
内
容　
ふ
れ
あ
い
学
級
で
の

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
自
立
支
援
等

応
募
資
格　
①
に
同
じ

③
人
権
ふ
れ
あ
い
子
ど
も
会

　
指
導
員

職
務
内
容　
地
域
に
組
織
さ
れ
た

人
権
ふ
れ
あ
い
子
ど
も
会
の
企

画
・
指
導
の
補
佐

応
募
資
格　
小
学
校
も
し
く
は
中

学
校
教
諭
の
免
許
状
も
し
く
は
こ

れ
ら
に
準
ず
る
資
格
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

に
こ
れ
ら
の
資
格
を
取
得
見
込
み

の
方④情

報
教
育
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　

職
務
内
容　
市
内
各
小
中
学
校
で

の
Ｉ
Ｔ
機
器
活
用
指
導

応
募
資
格　
Ｉ
Ｔ
機
器
に
堪
能
な
方

共
通
事
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

採
用
予
定
人
員　
①
13
人
程
度

③
10
人
程
度　

②
④
各
若
干
名

報
酬　
①
③
④
月
額
19
万
５
１
０

０
円　

②
月
額
19
万
３
５
０
０
円

（
そ
の
う
ち
不
登
校
支
援
生
活
指

導
員
は
①
③
④
と
同
額
）

任
用
期
間　
平
成
27
年
４
月
１
日

～
平
成
28
年
３
月
31
日

申
込
方
法　
自
筆
履
歴
書
（
Ｊ
Ｉ

Ｓ
規
格
用
紙
）
に
①
～
④
の
職
種

を
希
望
す
る
順
に
記
入
の
う
え
、

教
諭
免
許
状
ま
た
は
資
格
証
の
写

し
（
資
格
証
取
得
見
込
み
証
明
書

も
可
）
を
添
え
て
学
校
教
育
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
１
月
８
日
㈭
～
16
日

㈮
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

面
接
日　
２
月
８
日
㈰

問
い
合
わ
せ
は　
学
校
教
育
課

（
☎
22

－
３
３
９
０
）
へ

介
護
保
険
認
定
調
査
員

（
嘱
託
職
員
）

募
集
内
容　
平
成
27
年
度
に
要
介

護
認
定
申
請
者
宅
等
を
訪
問
し
、

心
身
の
状
況
を
調
査
す
る
嘱
託
職
員

応
募
資
格　
看
護
師
ま
た
は
介
護

支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
し
、
普

通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

採
用
予
定
人
員　
６
人

報
酬　
月
額
18
万
３
０
０
０
円

申
込
方
法　
自
筆
履
歴
書
に
看
護

師
免
許
証
ま
た
は
介
護
支
援
専
門

員
証
お
よ
び
普
通
自
動
車
運
転
免

許
証
の
写
し
を
添
え
て
、
介
護
・

な
が
い
き
課
へ
提
出
あ
る
い
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
１
月
５
日
㈪
～
27
日

㈫
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。

郵
送
の
場
合
は
27
日
㈫
必
着
）

試
験
内
容　
面
接
試
験

試
験
日　
２
月
７
日
㈯

問
い
合
わ
せ
は　
〒
７
７
４

－

８

５
０
１　

富
岡
町
ト
ノ
町
12
番
地

３　

介
護
・
な
が
い
き
課
（
☎
22

－

１
７
９
３
）
へ

科
学
セ
ン
タ
ー
専
門
指
導
員

（
嘱
託
職
員
）

募
集
内
容　
科
学
セ
ン
タ
ー
で
実

施
す
る
天
文
事
業
お
よ
び
小
中
学

生
へ
の
理
科
学
習
指
導
に
従
事
す

る
専
門
指
導
員

応
募
資
格　
理
系
の
４
年
制
大
学

を
卒
業
し
、
理
科
の
教
員
免
許
ま

た
は
そ
れ
に
準
ず
る
資
格
を
有
す

る
方
。
ま
た
は
、
平
成
27
年
３
月

31
日
ま
で
に
卒
業
お
よ
び
取
得
見

込
み
の
方

採
用
予
定
人
員　
１
人

任
用
期
間　
平
成
27
年
４
月
１
日

～
平
成
28
年
３
月
31
日
（
土
・
日
・

祝
日
の
出
勤
、
夜
10
時
ま
で
の
勤

務
あ
り
）

報
酬　
月
額
19
万
５
１
０
０
円

申
込
期
間　
１
月
６
日
㈫
～
15
日

㈭
（
13
日
㈫
を
除
く
）
の
午
前
８

時
～
午
後
５
時
15
分

申
込
方
法　
自
筆
履
歴
書
（
Ｊ
Ｉ

Ｓ
規
格
用
紙
）
に
必
要
事
項
を
明

記
の
う
え
、
教
員
免
許
状
取
得
者

は
そ
の
写
し
（
免
許
状
ま
た
は
資

格
証
取
得
見
込
み
証
明
書
も
可
）

を
添
え
て
科
学
セ
ン
タ
ー
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
日　
１
月
25
日
㈰

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

夜の冷え込みにご注意を
気温が氷点下４度以下になると、防寒のできていな
い水道管は凍ったり破裂したりします。「むき出し
の水道管」「北向きにある水道管」「風がよく当たる
水道管」は早めに手当てしましょう。

水道管が破裂したとき
水道メーターの箱の中にある止水栓（バルブ）を閉
めて水を止め、破裂した部分に布やテープなどで応
急手当てをして、市指定上下水道工事店協同組合（☎
22−7608）または市指定工事事業者に修理を依頼
してください。

水道が凍って水が出ないとき
タオルをかぶせ、その上からぬるま湯をゆっくりと
かけて溶かしてください。熱湯をかけると破裂する
ことがありますので、ご注意ください。

防寒の方法
▼保温材を巻きます。蛇口付近は
破裂しやすいので、完全に包ん
でください。
▼保温材には、毛布・布などを利
用してください。また、保温材
がぬれないようビニールなどを
巻いてください。
▼メーターボックスの中に毛布や
布切れなどを入れて、ふたの上
にダンボールを乗せるなどして保温してください。

問い合わせは　水道部工務課（☎22−3295）へ

水道管の冬支度を！

給
水
管

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ

保
温
材

布
や
保
温
材
を
２
㎝
く
ら

い
の
厚
さ
に
巻
き
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
を
巻
い
て
水
ぬ

れ
を
防
ぐ
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和
歌
山
県
御
坊
市
と
の　
　
　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
テ
ィ
協
定
締
結

　

御
坊
市
は
、
本
市
と
紀
伊
水
道
を
挟
ん
で　
　

対
岸
に
位
置
し
、
海
・
山
・
川
な
ど
の
豊
か

な
自
然
や
地
形
は
ま
さ
に
う
り
二
つ
で
、
地

質
学
的
に
も
九
州
か
ら
四
国
を
縦
断
し
紀
伊

半
島
へ
と
続
く
四
万
十
帯
の
線
上
に
一
致
し

ま
す
。
か
つ
て
は
地
続
き
だ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
伊
島
と
日
ノ
御
埼
ま
で
の
距
離
は
わ
ず

か
22
キ
ロ
、
海
上
交
通
が
主
流
だ
っ
た
時
代

に
は
多
く
の
文
化
や
人
的
交
流
が
な
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
共
に
沿
岸
部
に
火

力
発
電
所
や
工
業
団
地
を
有
し
、
徳
島
県
南

部
、
和
歌
山
県
中
部
の
中
核
都
市
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
橘
港
や
日
高
港
の
重
要
港
湾
、
阿

南
高
専
と
和
歌
山
高
専
な
ど
、
ほ
か
に
も
多

く
の
共
通
点
が
あ
り
、
さ
ら
に
本
市
同
様
、

人
口
減
少
問
題
や
地
域
活
性
化
な
ど
の
共
通

課
題
を
抱
え
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
は

同
時
被
災
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
は
、
こ
う
し
た
同
じ
よ
う
な

境
遇
に
置
か
れ
て
い
る
自
治
体
が
課
題
や
問

題
解
決
に
つ
い
て
研け

ん

鑚さ
ん

を
積
み
合
い
、
さ
ら

な
る
発
展
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
新
た
な
発

想
の
都
市
連
携
で
あ
り
ま
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
テ
ィ
と
は
、
永
続
的
か
つ
包
括
的
な
分
野

で
の
交
流
を
め
ざ
す
「
姉
妹
都
市
」
と
は
違

い
、
特
定
の
分
野
や
目
的
に
限
定
し
た
交
流

を
意
味
し
、
両
市
が
県
境
・
海
峡
を
越
え
て

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、
互
い
の
共
通
点
や
特

性
を
最
大
限
生
か
し
て
、
戦
略
的
な
防
災
対

策
や
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

宣
言
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
26
年
11
月
17
日
、
柏
木
御
坊
市
長
に

ご
来
市
い
た
だ
き
、
市
役
所
で
協
定
の
調
印

式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

協
定
に
基
づ
く
今
後
の
取
組
と
し
ま
し
て

は
、
地
震
・
津
波
対
策
の
調
査
・
研
究
、
イ

ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
の
交
流
、
地
域

振
興
に
つ
い
て
の
協
議
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

本
市
の
「
活
竹
祭
」
や
御
坊
市
の
「
宮
子

姫
み
な
と
フ
ェ
ス
タ
」
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト

で
の
相
互
交
流
は
、
既
に
昨
年
か
ら
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
他
の
分
野
に
つ
い
て
は

平
成
27
年
４
月
か
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
布

事
業

　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
は
、
高
齢
者
等
の

救
急
救
命
活
動
を
迅
速
か
つ
適
切
に
行
う
た

め
の
も
の
で
、
専
用
の
用
紙
に
緊
急
連
絡
先
、

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
名
、
血
液
型
、
持

病
名
、
服
用
薬
な
ど
の
情
報
を
記
入
し
、
専

用
の
容
器
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
で
保
管
す
る
こ

と
で
、
緊
急
通
報
で
駆
け
つ
け
た
救
急
隊
員

が
記
載
さ
れ
た
情
報
を
活
用
し
、
適
切
な
応

急
処
置
や
搬
送
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の

で
す
。

　

現
在
、
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

方
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方

お
よ
び
災
害
時
要
援
護
者
に
対
し
、
平
成
27

年
１
月
か
ら
配
布
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
事
業
に
よ
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の

実
現
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

防
災
対
策

津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定

　
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
阿
南
ビ
ル
」
周
辺
の
自
主
防

災
会
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
去
る
11
月
10

日
、
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
徳
島
支

店
と
の
間
に
お
い
て
、
同
社
が
所
有
す
る

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
阿
南
ビ
ル
」
を
津
波
か
ら
の
一

時
避
難
施
設
と
し
て
使
用
で
き
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
の
内
容
は
、
地
震
で
津
波
が
発
生
、

ま
た
は
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
時
、
周
辺

住
民
に
一
時
避
難
施
設
と
し
て
開
放
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
安
全
を
確
保

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

徳
島
県
が
公
表
し
た
基
準
水
位
で
は
、

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
阿
南
ビ
ル
」
付
近
は
、
１
・
０

メ
ー
ト
ル
の
浸
水
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
４
階
建
て
の
建

物
の
内
の
２
階
以
上
が
避
難
可
能
ス
ペ
ー

ス
で
、
屋
上
、
階
段
等
を
合
わ
せ
た
収
容

可
能
人
数
は
１
千
人
程
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
本
市
が
指
定
し
た
津
波

避
難
ビ
ル
は
、
94
カ
所
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
に
向

け
民
間
ビ
ル
な
ど
に
協
力
を
求
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

12
月
議
会
が
12
月
５
日
か
ら
22
日
ま
で
の
18
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
日
に
は
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、
市
長
か
ら
所
信
が

表
明
さ
れ
ま
す
。
今
議
会
で
表
明
さ
れ
ま
し
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

12
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

紙面の都合上、抜粋して要旨部
分のみ掲載しています。全文を
ご覧になりたい方は、市ホーム
ページをご覧ください。また、
後日作成する市議会会議録は市
立図書館等で閲覧することがで
きます。
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「
阿
南
市
輝
く
子
ど
も
の
子
育

て
応
援
に
係
る
日
亜
化
学
工
業

基
金
」の
創
設

　

平
成
26
年
８
月
頃
か
ら
お
話
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
日
亜
化
学
工

業
株
式
会
社
様
か
ら
、
働
く
女
性
の
子
育
て

支
援
等
を
目
的
と
し
た
、
本
市
が
設
置
す
る

就
学
前
教
育
・
保
育
施
設
等
の
事
業
お
よ
び

運
営
の
充
実
に
必
要
な
資
金
と
し
て
、
多
額

の
ご
寄
附
を
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
24
年
８
月
、

子
ど
も
・
子
育
て
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
」
が
制
定
さ
れ
、
こ
の
法
律
と
関

連
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
、
幼
児
期
の
学
校

教
育
や
保
育
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
量
の

拡
充
や
質
の
向
上
を
進
め
て
い
く
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
を
平
成
27
年
４

月
か
ら
本
格
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

　

国
は
、
こ
の
新
制
度
の
実
施
の
た
め
、
消

費
税
の
増
収
分
か
ら
、
毎
年
７
千
億
円
程
度

を
充
て
る
予
定
で
、
貴
重
な
財
源
を
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
」
の
た
め
に
効
果
的
に
活

用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
徳
島
県
で
も
、「
徳
島
県
少
子
化

対
策
緊
急
強
化
基
金
」
を
創
設
し
、
具
体
的

な
取
組
案
と
し
て
、
若
者
の
自
立
へ
の
支
援
、

結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
支
援
、
子

育
て
家
庭
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
の
推
進
に

努
め
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
国
や
県
の
動
き
を
念
頭
に
、
本

市
に
お
き
ま
し
て
も
、
今
後
の
人
口
構
造
の

変
化
に
対
応
し
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
実
現
と
包
括
的
な
次
世
代
育
成
支
援

の
枠
組
み
の
構
築
を
推
進
す
る
た
め
、
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
の
も
と
、「
子
ど
も

と
と
も
に
輝
く
阿
南
」
を
基
本
理
念
に
、
子

育
て
環
境
の
充
実
に
向
け
た
施
策
を
総
合

的
・
計
画
的
に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
、
日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社
様
か
ら

の
貴
重
な
ご
寄
附
の
趣
旨
を
真
摯
に
捉
え
、

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
の
も
と
、

子
育
て
支
援
の
量
の
拡
充
や
質
の
向
上
を
進

め
、
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

諸
事
業
に
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
そ
の
達
成
状
況
や
進
捗
、
結
果
な
ど

を
検
証
・
分
析
し
、
よ
り
良
い
子
育
て
施
策

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

新
庁
舎
建
設
工
事

　

12
月
末
に
は
、
第
一
期
工
事
で
あ
る
高
層

部
が
完
成
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
１
月
中
に
諸
検
査
を
完
了
し
、

月
末
に
は
引
渡
と
な
る
見
込
み
で
、
２
月
前

半
に
は
机
・
い
す
等
の
什じ

ゅ
う
き器
搬
入
を
行
い
、

そ
の
後
、
２
月
後
半
か
ら
３
月
に
か
け
て
新

庁
舎
へ
の
引
越
し
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

引
越
し
は
、
平
日
業
務
に
重
な
ら
な
い
夜

間
や
土
曜
日
・
日
曜
日
を
中
心
に
実
施
し
、

引
越
し
を
終
え
た
部
署
か
ら
段
階
的
に
新
庁

舎
で
の
業
務
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

引
越
し
の
日
程
や
各
部
署
の
配
置
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
後
、
広
報
等
に
て
周
知
を
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
層
部
完
成
後
も
低
層
部
の
建
設
工
事
が

続
く
こ
と
と
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
何

か
と
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

『
阿
南
市
の
先
覚
者
た
ち
』　　

（
第
二
集
）
の
発
刊

　
「
本
市
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
先

覚
者
の
業
績
を
顕
彰
し
、
後
世
に
伝
え
、
ふ

る
さ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」。

そ
ん
な
関
係
者
の
熱
い
思
い
が
実
り
、
阿
南

市
文
化
協
会
創
立
20
周
年
記
念
事
業
と
し
て

発
刊
さ
れ
た
冊
子
『
阿
南
市
の
先
覚
者
た

ち
』
で
す
が
、
こ
の
た
び
第
二
集
が
発
刊
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
一
集
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
と
闘
い
な
が

ら
創
作
を
続
け
、
川
端
康
成
に
才
能
を
見
出

さ
れ
て
名
作
『
い
の
ち
の
初
夜
』
を
生
み
出

し
た
作
家
、
北
條
民
雄
氏
を
含
む
13
人
の
先

覚
者
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
北
條
民
雄
の
実
名
を
初
め
て
公
表

し
た
こ
と
は
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
去
る
９

月
に
は
、
民
雄
の
生
涯
を
描
い
た
『
火
花
』

の
著
者
・
髙
山
文
彦
さ
ん
の
講
演
会
を
文
化

会
館
に
お
い
て
開
催
し
、
市
民
ら
約
２
０
０

人
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
ハ
ン
セ
ン
病
制
圧
特
別
大

使
、
日
本
政
府
ハ
ン
セ
ン
病
人
権
啓
発
大
使

で
も
あ
る
日
本
財
団
の
笹
川
陽
平
会
長
が
北

條
民
雄
の
こ
と
を
知
り
、
ご
本
人
か
ら
私
に

電
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本
財
団
は
、

平
成
27
年
１
月
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
と
差
別
の

問
題
に
つ
い
て
世
界
に
訴
え
る
「
ハ
ン
セ
ン

病
に
対
す
る
ス
テ
ィ
グ
マ
（
社
会
的
烙ら

く

印い
ん

）
と
差
別
を
な
く
す
た
め
の
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ア
ピ
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
そ
の

サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
都
内
で
髙
山

文
彦
さ
ん
の
講
演
会
と
北
條
民
雄
の
パ
ネ

ル
展
示
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
会
場
で
『
阿
南
市
の
先
覚
者
た

ち
』
の
紹
介
も
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
３
月
に
は
阿
南
市
文
化
会
館

で
、
川
端
康
成
と
の
往
復
書
簡
に
よ
る
２

人
の
魂
の
や
り
と
り
を
時
系
列
で
紹
介
す

る
「
北
條
民
雄
文
学
特
別
展
」
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

　

第
二
集
で
顕
彰
す
る
先
覚
者
14
人
は
、

阿
南
市
名
誉
市
民
で
あ
る
紅
露
み
つ
、
澤

田　

紋
、
小
川
信
雄
の
３
氏
を
は
じ
め
、

現
代
の
本
市
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

た
身
近
な
人
物
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。

　

本
書
に
は
、
大
き
な
夢
を
抱
い
て
そ
の

実
現
の
た
め
に
努
力
す
る
先
覚
者
の
姿
や

軌
跡
が
見
事
に
描
か
れ
て
お
り
、
現
在
の

若
い
人
た
ち
の
生
き
る
支
え
に
し
て
ほ
し

い
と
い
う
編
集
委
員
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

発
刊
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
文

化
協
会
の
皆
さ
ま
方
の
ご
尽
力
に
深
い
感

慨
を
覚
え
、
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
『
阿
南
市
の
先
覚
者
た
ち
』
は
、
小
中

学
校
に
も
配
付
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は

「
未
来
へ
の
希
望
」
が
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
も
、
教
育
現
場
に
お
い
て
大
い

に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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橘町
岩浅 葉月さん

　

私
は
、
関
西
大
学
法
学
部
法
学

政
治
学
科
で
政
治
学
を
学
ん
で
い

ま
す
。
陸
上
部
に
所
属
し
て
い
て
、

厳
し
い
練
習
に
取
り
組
む
日
々
で

す
。
将
来
は
、
大
学
で
得
た
知
識

や
経
験
を
生
か
し
、
熱
中
で
き
る

仕
事
に
就
き
た
い
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
た
く
さ
ん

の
人
が
集
ま
る
「
け
ん
か
だ
ん
じ

り
」
で
す
。
だ
ん
じ
り
同
士
が
ぶ

つ
か
り
合
う
よ
う
す
は
迫
力
満
点

で
、
見
て
い
る
だ
け
で
ス
ト
レ
ス

を
発
散
で
き
ま
す
。

　

徳
島
県
は
糖
尿
病
死
亡
率
が
と

て
も
高
い
の
で
、
阿
南
市
か
ら
こ

の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
運
動

す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
普
段
は
車
で
の

移
動
が
多
い
の
で
、
休
日
に
運
動

で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

一
期
一
会
、今
日
と
い
う
日
を
人
生
の
大
き
な
糧
と
し
て

　

私
は
、
四
国
電
力
株
式
会
社
阿

南
発
電
所
内
に
あ
る
四
国
計
測
工

業
株
式
会
社
で
働
い
て
い
ま
す
。

趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
。
将
来
は
、
周

り
の
人
を
元
気
に
で
き
る
、
お
も

し
ろ
い
人
間
に
な
り
た
い
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
た
く
さ
ん

の
方
が
初
詣
に
訪
れ
る
加
茂
町
の

お
松
大
権
現
で
す
。
ま
た
、
加
茂

谷
中
学
校
で
行
わ
れ
る
全
町
運
動

会
は
、
住
民
が
と
も
に
汗
を
流
す

交
流
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
加
茂
谷
地
区
は
台
風
の

影
響
で
大
変
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
今
後
、
そ
う
い
っ
た
災
害
時

に
迅
速
に
対
応
で
き
る
こ
と
が
大

切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
消
防

団
へ
の
活
発
的
な
参
加
を
呼
び
掛

け
る
こ
と
が
効
果
的
だ
と
思
い
ま

す
。
私
も
地
元
の
消
防
団
の
一
員

と
し
て
地
域
に
貢
献
し
た
い
で
す
。

熊谷町
湯浅 翔太さん

椿町
撫養 絵理香さん

　

私
は
、
駿
台
観
光
＆
外
語
ビ
ジ

ネ
ス
専
門
学
校
で
中
国
語
を
勉
強

し
て
い
ま
す
。
趣
味
は
料
理
と
歌

を
歌
う
こ
と
。
将
来
は
、
介
護
に

つ
い
て
一
か
ら
勉
強
し
て
、
福
祉
関

係
で
起
業
し
た
い
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
佐
田
神
社

例
大
祭
で
打
ち
上
げ
ら
れ
る
水
上

花
火
で
す
。
夜
空
や
海
面
に
映
る

大
輪
の
花
火
は
美
し
く
、
椿
泊
の

秋
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
都
会
で
は
田
舎
暮
ら
し
に

憧
れ
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
阿

南
市
は
農
業
が
盛
ん
な
地
域
が
多

い
の
で
、
阿
南
市
の
農
産
物
を
も
っ

と
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
人
が
集
ま
っ
て
、
さ

ら
に
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
台
風
や
大
雨
で
農

作
物
が
被
害
を
受
け
な
い
よ
う
な

対
策
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
香
川
大
学
経
済
学
部
経

済
学
科
で
金
融
政
策
な
ど
を
勉
強

し
、
サ
ー
ク
ル
活
動
で
は
テ
ニ
ス
を

し
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
大
学
で

の
勉
強
を
生
か
せ
る
企
業
か
官
公

庁
に
就
職
し
た
い
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
那
賀
川
町

に
科
学
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
こ
と
で
す
。

幼
い
頃
か
ら
科
学
に
接
す
る
機
会

に
恵
ま
れ
た
お
か
げ
で
、
理
系
科

目
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
地
域
に
こ
う
し
た
専
門
施

設
が
あ
る
こ
と
は
、
教
育
の
点
か

ら
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

映
画
館
な
ど
集
客
力
の
あ
る
施

設
を
誘
致
す
る
ほ
か
、
交
通
網
を

整
備
す
る
こ
と
で
、
市
外
か
ら
も

人
が
訪
れ
る
ま
ち
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
住
民
目
線
で
言
う
と
、「
市

外
に
出
な
く
て
も
物
が
手
に
入
り

や
す
い
ま
ち
」
が
理
想
で
す
。那賀川町

近藤 柾哉さん

羽ノ浦町
岡田 菜月さん

　

私
は
、
富
岡
東
高
等
学
校
羽
ノ

浦
校
で
看
護
師
に
な
る
た
め
の
勉

強
を
し
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
患

者
さ
ん
に
安
心
感
を
与
え
ら
れ
る

よ
う
な
看
護
師
に
な
り
た
い
で

す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
岩
脇
の
桜

堤
公
園
で
す
。
春
に
な
る
と
た
く

さ
ん
の
桜
が
咲
き
乱
れ
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
幅
広
い
世
代

の
方
が
集
ま
り
、
お
花
見
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
に
は
４
人
に
１
人

が
75
歳
以
上
に
な
る
と
い
わ
れ
て

い
て
、
阿
南
市
で
も
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
み
ん
な
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
た
め
に
、
高
齢
者
向

け
の
施
設
や
住
ま
い
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
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私
は
、
富
岡
東
高
等
学
校
羽
ノ

浦
校
で
看
護
師
に
な
る
た
め
の
勉

強
を
し
て
い
ま
す
。
趣
味
は
ド
ラ

イ
ブ
で
、
津
峯
山
や
見
能
林
の
田

園
風
景
は
と
て
も
癒
さ
れ
ま
す
。

将
来
は
、
看
護
師
に
な
っ
て
、
地

域
医
療
を
担
う
一
員
と
し
て
日
々

成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
自
然
の
豊

か
さ
と
お
い
し
い
食
べ
物
が
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
で
す
。
気
候
も
穏

や
か
な
の
で
、
と
て
も
住
み
や
す

い
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

　

女
性
が
働
く
う
え
で
、
仕
事
と

子
育
て
の
両
立
が
難
し
い
と
感
じ

ま
す
。
医
療
機
関
な
ど
交
代
勤
務

の
方
が
働
き
な
が
ら
子
育
て
で
き

る
よ
う
に
、
24
時
間
体
制
の
保
育

施
設
を
充
実
さ
せ
れ
ば
、
離
職
率

の
高
い
看
護
師
の
人
材
確
保
に
も

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

津乃峰町
品川 紗緒里さん

上中町
田上 将志さん

　

私
は
、
四
電
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
株
式
会
社
で
、
四
国
電
力
株
式

会
社
阿
南
発
電
所
内
の
機
器
を
整

備
し
て
い
ま
す
。
趣
味
は
硬
式
テ

ニ
ス
と
釣
り
。
い
つ
か
テ
ニ
ス
の

４
大
大
会
で
プ
ロ
の
試
合
を
生
で

観
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
世
界
に
誇

る
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
発
祥

の
地
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
の
受
賞
で
メ
デ
ィ

ア
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
阿

南
市
の
知
名
度
が
向
上
し
ま
し

た
。

　

美
し
い
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
す

る
た
め
、
地
域
で
清
掃
活
動
の
日

を
定
め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

み
ん
な
が
積
極
的
に
参
加
す
れ
ば
、

近
所
の
方
と
接
す
る
機
会
が
増
え
、

地
域
の
犯
罪
の
防
止
に
も
つ
な
が

り
、
子
育
て
し
や
す
い
明
る
い
ま

ち
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
輝
か
し
い
２
０
１
５
年
の
新
春
に
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る

皆
さ
ん
、
ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
阿
南
市
の
若
き
担
い
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

新春座談会
新成人と市長による新春企画

去る11月30日、14人の新成人と岩浅市長が「市長と語ろう～私の夢、あなんの未来」をテーマに、
阿南市の自慢やＰＲの仕方、将来のまちづくりなどについて語り合いました。
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桑野町
橘　直弥さん

　

私
は
、
同
志
社
大
学
文
学
部
英

文
学
科
で
英
語
学
を
勉
強
し
て
い

ま
す
。
趣
味
は
野
球
観
戦
と
釣
り
。

将
来
は
阿
南
で
就
職
し
て
、
地
元

に
貢
献
し
た
い
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
桑
野
町
に

あ
る
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ

ア
ム
で
す
。
両
翼
１
０
０
メ
ー
ト

ル
の
広
さ
に
加
え
、
施
設
も
き
れ

い
で
、
近
く
を
流
れ
る
桑
野
川
上

流
に
は
天
然
記
念
物
の
オ
ヤ
ニ
ラ

ミ
が
い
ま
す
。
市
外
に
誇
れ
る
す

ば
ら
し
い
環
境
で
す
。

　

仕
事
を
求
め
て
都
会
へ
人
口
が

流
出
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
Ｕ

タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
を
推
奨

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

自
然
の
豊
か
さ
を
保
つ
た
め
の
環

境
保
全
に
取
り
組
む
ほ
か
、
農
業

な
ど
第
一
次
産
業
従
事
者
の
保
護

に
も
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
で
す
。

日開野町
中川 真也さん

　

私
は
、
総
合
学
園
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ア
カ
デ
ミ
ー
大
阪
校
ス
ポ
ー
ツ
カ

レ
ッ
ジ
で
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー

に
な
る
た
め
の
勉
強
を
し
て
い
ま

す
。
将
来
は
ジ
ム
を
経
営
し
、
阿

南
の
子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
場
を
提
供
し
た
い
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、「
野
球
の

ま
ち
」
づ
く
り
で
す
。
県
外
の
友

人
も
「
行
っ
て
み
た
い
」
と
関
心

を
寄
せ
て
い
ま
す
。
今
後
も
Ｐ
Ｒ

を
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
向
け

の
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
り
、

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
行
え
ば
、
楽

し
み
や
生
き
が
い
に
も
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

牛
岐
城
趾
公
園
は
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
き
れ
い
な
の
で
、
規
模

を
拡
大
し
て
観
光
客
の
呼
び
込
み

に
生
か
し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

上大野町
田中 千颯さん

　

私
は
、
富
岡
東
高
等
学
校
羽
ノ

浦
校
で
看
護
師
に
な
る
た
め
の
勉

強
を
し
て
い
ま
す
。
趣
味
は
文
具

集
め
。
将
来
は
、
患
者
さ
ん
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
な
れ
る
看
護
師
に
成

長
し
、
お
世
話
に
な
っ
た
人
に
恩

返
し
し
た
い
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
学
校
行
事

に
も
使
わ
れ
る
阿
南
西
部
公
園
で

す
。
さ
ら
に
大
野
地
区
は
ニ
ン
ジ

ン
や
み
か
ん
の
生
産
も
盛
ん
で
、

人
が
と
て
も
温
か
い
で
す
。

　

中
心
部
か
ら
離
れ
る
と
店
が
少

な
く
、
高
齢
者
な
ど
車
を
運
転
で

き
な
い
方
が
買
い
物
に
不
便
し
な

い
よ
う
、
交
通
手
段
の
確
保
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
誰
も

が
気
軽
に
足
を
運
べ
る
公
園
を
整

備
す
れ
ば
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
幅
広
い
世
代
が
交
流
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。福井町

中山 美里さん

　

私
は
、
並
木
精
密
宝
石
株
式
会

社
四
国
工
場
で
検
査
業
務
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
趣
味
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
。
将
来
は
、
誰
か
ら
も
信

頼
さ
れ
る
社
会
人
に
な
り
た
い
で

す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、「
福
井
人

権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
す
。
小

中
学
生
が
人
権
学
習
の
成
果
を
手

話
コ
ー
ラ
ス
や
人
権
劇
で
発
表
し

て
い
ま
す
。
以
前
は
福
井
公
民
館

か
ら
福
井
教
育
集
会
所
ま
で
の
道

路
沿
い
に
人
権
標
語
を
書
い
た

ち
ょ
う
ち
ん
を
飾
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
そ
れ
を
ぜ
ひ
復
活
さ
せ
て

ほ
し
い
で
す
。

　

子
ど
も
が
増
え
、
活
気
あ
ふ

れ
る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
都
会
に
出
て
い
っ
た
若
者
に

「
や
っ
ぱ
り
阿
南
が
い
い
」と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
や
子
育
て
環
境
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。長生町

篠原　諒さん

　

私
は
、
徳
島
大
学
医
学
部
医
学

科
で
医
師
に
な
る
た
め
の
勉
強
を

し
て
い
ま
す
。
趣
味
は
ボ
ウ
リ
ン

グ
と
料
理
。
将
来
は
、
専
門
を
問

わ
ず
、
幅
広
い
知
識
を
持
つ
オ
ー

ル
マ
イ
テ
ィ
ー
な
医
師
と
し
て
、

地
域
医
療
の
現
場
で
活
躍
し
た
い

で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
自
然
が
豊

か
で
、
の
ど
か
な
風
景
や
野
山
が

残
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
長
生
町

に
し
か
な
い
独
特
の
風
景
が
と
て

も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
病
気
に
臆
す
る
こ
と
な

く
、
一
生
懸
命
生
き
て
い
け
る
ま

ち
が
理
想
で
す
。
ま
ず
は
、
既
存

の
定
期
検
診
や
健
康
診
断
を
奨
励

す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
病
気
を
早
期
発
見
で

き
れ
ば
治
療
も
し
や
す
く
、
死
亡

率
も
下
が
る
と
思
い
ま
す
。

新野町
丸山　翼さん

　

私
は
、
阿
南
工
業
高
等
専
門
学

校
建
設
シ
ス
テ
ム
工
学
科
で
土
木

の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
将
来
は
、

自
分
の
施
工
し
た
施
設
が
多
く
の

人
に
利
用
さ
れ
、
感
謝
さ
れ
る
施

工
管
理
技
術
者
に
な
り
た
い
で
す
。

技
術
や
経
験
を
積
み
、
い
つ
か
阿

南
に
戻
っ
て
来
た
い
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、「
一
升
ケ

森
」で
す
。地
域
を
津
波
か
ら
守
っ

た
と
い
う
伝
説
の
山
で
す
。
頂
上

か
ら
の
眺
め
は
自
然
い
っ
ぱ
い
で
、

と
て
も
美
し
い
で
す
。

　

増
加
し
て
い
る
空
き
家
や
空
き

店
舗
を
利
活
用
し
て
、
市
外
か
ら

会
社
な
ど
を
呼
び
込
ん
で
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
際
に
空
き
家

を
そ
の
ま
ま
使
う
の
で
は
な
く
、

利
用
す
る
方
に
合
わ
せ
て
改
装
す

れ
ば
、
希
望
者
も
増
え
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

―
―
―
勤
務
が
不
規
則
な
仕
事
な
の
で
、
将
来
、

仕
事
と
子
育
て
が
両
立
で
き
る
か
不
安
で
す
。

市
長　

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
は
非
常
に

大
切
で
す
。
託
児
施
設
サ
ー
ビ
ス
や
保
育
環
境
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
―
若
者
が
休
日
に
出
掛
け
ら
れ
る
よ
う
な
映

画
館
な
ど
、
娯
楽
施
設
な
ど
を
誘
致
で
き
ま
せ
ん

か
。

市
長　

こ
う
し
た
要
望
を
多
く
い
た
だ
き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
県
南
の
商
圏
人
口
や
通
過
交
通

量
が
少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
誘
致
が
難
し
い
の

が
現
状
で
す
。

　

若
者
に
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

那
賀
川
河
口
部
に
駐
車
場
や
脱
衣
所
な
ど
を
備
え

た
サ
ー
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
構
想
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
、
サ
ー
フ
ィ
ン
に
適
し
た
波
が
発
生
す
る

こ
と
で
知
ら
れ
、
人
気
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
。
阿
南

の
海
に
あ
こ
が
れ
て
、
県
外
か
ら
家
族
ぐ
る
み
で

移
住
し
て
く
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

―
―
―
新
庁
舎
建
設
工
事
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
完
成
後
に
は
、
何
か
イ
ベ
ン
ト
な
ど

企
画
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

市
長　

イ
ベ
ン
ト
を
す
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
良
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
ご
提
案
く
だ
さ
い
。

　

新
庁
舎
は
、
高
層
部
が
７
階
建
て
で
、
低
層
部

が
３
階
建
て
で
す
。
免
震
構
造
と
な
っ
て
お
り
、

省
Ｃ
Ｏ
２
に
配
慮
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
建
物
で

す
。
そ
う
し
た
面
か
ら
も
Ｐ
Ｒ
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
―
市
長
さ
ん
が
一
番
好
き
な
阿
南
市
の
景
色

は
ど
こ
で
す
か
。

市
長　

明
神
山
山
頂
か
ら
橘
湾
を
見
た
景
色
で
す
。

空
気
が
澄
ん
で
い
る
日
が
お
す
す
め
で
す
。
ぜ
ひ

行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（司会）企画部長　玉田 秀明

座談会の一コマ

玉田企画部長の司会進行で座談会が始まりました。最初に、岩浅市長から阿南市の特色と進行中の主な施策について紹介があり、新成人の皆さんの自己紹介の後、それぞれが自分の夢や理想の阿南市について意見を発表しました。初めは緊張気味でしたが、市長さんと会話を交わすうちに少しずつ笑顔が見られるようになり、活発な意見交換が行われました。最後にみんなで記念撮影をして、「あななん」のトートバッグや LEDライトなどを記念品としてお持ち帰りいただきました。
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桑野町
橘　直弥さん

　

私
は
、
同
志
社
大
学
文
学
部
英

文
学
科
で
英
語
学
を
勉
強
し
て
い

ま
す
。
趣
味
は
野
球
観
戦
と
釣
り
。

将
来
は
阿
南
で
就
職
し
て
、
地
元

に
貢
献
し
た
い
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
桑
野
町
に

あ
る
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ

ア
ム
で
す
。
両
翼
１
０
０
メ
ー
ト

ル
の
広
さ
に
加
え
、
施
設
も
き
れ

い
で
、
近
く
を
流
れ
る
桑
野
川
上

流
に
は
天
然
記
念
物
の
オ
ヤ
ニ
ラ

ミ
が
い
ま
す
。
市
外
に
誇
れ
る
す

ば
ら
し
い
環
境
で
す
。

　

仕
事
を
求
め
て
都
会
へ
人
口
が

流
出
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
Ｕ

タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
を
推
奨

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

自
然
の
豊
か
さ
を
保
つ
た
め
の
環

境
保
全
に
取
り
組
む
ほ
か
、
農
業

な
ど
第
一
次
産
業
従
事
者
の
保
護

に
も
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
で
す
。

日開野町
中川 真也さん

　

私
は
、
総
合
学
園
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ア
カ
デ
ミ
ー
大
阪
校
ス
ポ
ー
ツ
カ

レ
ッ
ジ
で
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー

に
な
る
た
め
の
勉
強
を
し
て
い
ま

す
。
将
来
は
ジ
ム
を
経
営
し
、
阿

南
の
子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
場
を
提
供
し
た
い
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、「
野
球
の

ま
ち
」
づ
く
り
で
す
。
県
外
の
友

人
も
「
行
っ
て
み
た
い
」
と
関
心

を
寄
せ
て
い
ま
す
。
今
後
も
Ｐ
Ｒ

を
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
向
け

の
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
り
、

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
行
え
ば
、
楽

し
み
や
生
き
が
い
に
も
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

牛
岐
城
趾
公
園
は
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
き
れ
い
な
の
で
、
規
模

を
拡
大
し
て
観
光
客
の
呼
び
込
み

に
生
か
し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

上大野町
田中 千颯さん

　

私
は
、
富
岡
東
高
等
学
校
羽
ノ

浦
校
で
看
護
師
に
な
る
た
め
の
勉

強
を
し
て
い
ま
す
。
趣
味
は
文
具

集
め
。
将
来
は
、
患
者
さ
ん
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
な
れ
る
看
護
師
に
成

長
し
、
お
世
話
に
な
っ
た
人
に
恩

返
し
し
た
い
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
学
校
行
事

に
も
使
わ
れ
る
阿
南
西
部
公
園
で

す
。
さ
ら
に
大
野
地
区
は
ニ
ン
ジ

ン
や
み
か
ん
の
生
産
も
盛
ん
で
、

人
が
と
て
も
温
か
い
で
す
。

　

中
心
部
か
ら
離
れ
る
と
店
が
少

な
く
、
高
齢
者
な
ど
車
を
運
転
で

き
な
い
方
が
買
い
物
に
不
便
し
な

い
よ
う
、
交
通
手
段
の
確
保
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
誰
も

が
気
軽
に
足
を
運
べ
る
公
園
を
整

備
す
れ
ば
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
幅
広
い
世
代
が
交
流
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。福井町

中山 美里さん

　

私
は
、
並
木
精
密
宝
石
株
式
会

社
四
国
工
場
で
検
査
業
務
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
趣
味
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
。
将
来
は
、
誰
か
ら
も
信

頼
さ
れ
る
社
会
人
に
な
り
た
い
で

す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、「
福
井
人

権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
す
。
小

中
学
生
が
人
権
学
習
の
成
果
を
手

話
コ
ー
ラ
ス
や
人
権
劇
で
発
表
し

て
い
ま
す
。
以
前
は
福
井
公
民
館

か
ら
福
井
教
育
集
会
所
ま
で
の
道

路
沿
い
に
人
権
標
語
を
書
い
た

ち
ょ
う
ち
ん
を
飾
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
そ
れ
を
ぜ
ひ
復
活
さ
せ
て

ほ
し
い
で
す
。

　

子
ど
も
が
増
え
、
活
気
あ
ふ

れ
る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
都
会
に
出
て
い
っ
た
若
者
に

「
や
っ
ぱ
り
阿
南
が
い
い
」と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
や
子
育
て
環
境
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。長生町

篠原　諒さん

　

私
は
、
徳
島
大
学
医
学
部
医
学

科
で
医
師
に
な
る
た
め
の
勉
強
を

し
て
い
ま
す
。
趣
味
は
ボ
ウ
リ
ン

グ
と
料
理
。
将
来
は
、
専
門
を
問

わ
ず
、
幅
広
い
知
識
を
持
つ
オ
ー

ル
マ
イ
テ
ィ
ー
な
医
師
と
し
て
、

地
域
医
療
の
現
場
で
活
躍
し
た
い

で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
自
然
が
豊

か
で
、
の
ど
か
な
風
景
や
野
山
が

残
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
長
生
町

に
し
か
な
い
独
特
の
風
景
が
と
て

も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
病
気
に
臆
す
る
こ
と
な

く
、
一
生
懸
命
生
き
て
い
け
る
ま

ち
が
理
想
で
す
。
ま
ず
は
、
既
存

の
定
期
検
診
や
健
康
診
断
を
奨
励

す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
病
気
を
早
期
発
見
で

き
れ
ば
治
療
も
し
や
す
く
、
死
亡

率
も
下
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
徳
島
文
理
大
学
人
間
生

活
学
部
児
童
学
科
で
保
育
士
に
な

る
た
め
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

週
末
は
水
泳
指
導
の
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
子
ど

も
た
ち
に
頼
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
保
育
士
に
な
り
た
い
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
宝
田
町
の

夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
花
火
大
会

で
す
。
鍛
冶
ケ
峰
は
小
学
校
校
歌

に
も
う
た
わ
れ
、
地
元
の
子
ど
も

た
ち
に
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
、
出
産
・
育
児
環
境
の

充
実
や
支
援
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
で
す
。
ま
た
、
若
者
を
呼
び
込

む
た
め
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
娯
楽

施
設
を
増
や
し
、
有
名
な
歌
手
の

ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

宝田町
新田 結羽さん

―
―
―
勤
務
が
不
規
則
な
仕
事
な
の
で
、
将
来
、

仕
事
と
子
育
て
が
両
立
で
き
る
か
不
安
で
す
。

市
長　

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
は
非
常
に

大
切
で
す
。
託
児
施
設
サ
ー
ビ
ス
や
保
育
環
境
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
―
若
者
が
休
日
に
出
掛
け
ら
れ
る
よ
う
な
映

画
館
な
ど
、
娯
楽
施
設
な
ど
を
誘
致
で
き
ま
せ
ん

か
。

市
長　

こ
う
し
た
要
望
を
多
く
い
た
だ
き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
県
南
の
商
圏
人
口
や
通
過
交
通

量
が
少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
誘
致
が
難
し
い
の

が
現
状
で
す
。

　

若
者
に
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

那
賀
川
河
口
部
に
駐
車
場
や
脱
衣
所
な
ど
を
備
え

た
サ
ー
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
構
想
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
、
サ
ー
フ
ィ
ン
に
適
し
た
波
が
発
生
す
る

こ
と
で
知
ら
れ
、
人
気
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
。
阿
南

の
海
に
あ
こ
が
れ
て
、
県
外
か
ら
家
族
ぐ
る
み
で

移
住
し
て
く
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

―
―
―
新
庁
舎
建
設
工
事
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
完
成
後
に
は
、
何
か
イ
ベ
ン
ト
な
ど

企
画
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

市
長　

イ
ベ
ン
ト
を
す
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
良
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
ご
提
案
く
だ
さ
い
。

　

新
庁
舎
は
、
高
層
部
が
７
階
建
て
で
、
低
層
部

が
３
階
建
て
で
す
。
免
震
構
造
と
な
っ
て
お
り
、

省
Ｃ
Ｏ
２
に
配
慮
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
建
物
で

す
。
そ
う
し
た
面
か
ら
も
Ｐ
Ｒ
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
―
市
長
さ
ん
が
一
番
好
き
な
阿
南
市
の
景
色

は
ど
こ
で
す
か
。

市
長　

明
神
山
山
頂
か
ら
橘
湾
を
見
た
景
色
で
す
。

空
気
が
澄
ん
で
い
る
日
が
お
す
す
め
で
す
。
ぜ
ひ

行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（司会）企画部長　玉田 秀明

新春企画　　新成人と市長による新春座談会
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＜分科会＞

会　　名 場　　所 研　　　究　　　概　　　要

就 学 前 教 育 文化会館
２階　研修室

就学前人権教育の意義と目的を明らかにし、その重要性を改めて確
認し合い、教育（保育）の実践や、保護者・地域への人権教育・啓
発の取り組みについて、共に考え実践していきましょう。

小・中学校教育
ロイヤルガーデン
ホテル　２階
サローネの間Ｂ・Ｃ

心豊かでたくましい子どもを育てるために、人権意識を高めながら
連帯感のあるPTA活動を推進しよう。
学校・家庭・地域が連携し、一体となった地域の教育力の大切さが
叫ばれています。PTA活動や地域活動を中心とした子ども・学校・
家庭・地域が連携した人権教育・啓発をどのように進めていくか、
参会者が思いを伝え合う中で考えていきましょう。

高 校 ・ 高 専 ・
特別支援学校教育

ロイヤルガーデン
ホテル　２階　
サローネの間A

学校生活全体の中で、人権尊重の精神を養うとともに、知識理解だ
けにとどまらず、社会で実践できる人材を育成しよう。
家庭・学校・地域が連携し、一人ひとりの進路保障を確立するため
の教育を創造しよう。
「身元調査」やインターネット等による差別書き込みなどの重大な
人権侵害に対し、あらゆる機会を捉え、啓発活動を推進しよう。

社 会 教 育 文化会館
１階　視聴覚室

人権を確立し、すべての人が大切にされる社会を創ろう。
～相手の立場に立ち、広く豊かな心を育み、人権が尊重され共に生
きる社会づくりを進めよう～
すべての市民が日常生活の中で「人権」と結びつけて考え、あらゆ
る差別や不合理を解消する取り組みを進めるための教育・啓発活動
を共に考えましょう。

企 業 ・ 職 域 富岡公民館
２階　ホール

市内のすべての企業が人権問題を学習し、お互いの人権を守り、差
別のない明るい職場をつくろう。
企業内の人権教育・啓発への取り組み体制（社内指導者の養成等）
を見直し、強化することにより、企業人・社会人としての資質の向
上をめざした実践活動を推進しましょう。

行 　 　 　 政
ロイヤルガーデン
ホテル　別館
レジェンダ

公務員として要請されている課題と使命を十分認識し、常に人権の
視点で業務を遂行しましょう。
「阿南市人権施策基本方針」の趣旨に基づき「人権尊重のまちづくり」
に取り組んでいきましょう。
人権教育・啓発の諸事業を通じて、関係機関・職場・地域との連携
を密にした実践活動を推進しましょう。

※託児を希望される方は、１月30日㈮までに人権教育課へお申し込みください。

申込み・問い合わせは　人権教育課（☎22−3392）へ

阿南市人権教育研究大会を次の日程で開催します。多数ご参加ください。　

趣旨　同和問題をはじめ、さまざまな人権問題を自らの課題として捉え、人権教育・啓発活動の具体的な実践に
ついて研究する。

日時　２月７日㈯　9:30～16:00（予定）　　参加費　700円（弁当・お茶付き）

研究内容および場所　
＜全体会＞　夢ホール（文化会館）　講演　演題　「差別をなくす社会システムを創るために」

〜戸籍不正取得の防止に向けて〜

講師　近畿大学　教授　北口 末広 さん

阿南市人権教育研究大会にご参加ください
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ニュースオアシス

ネピアと「あななん」がコラボ
学校教育環境の充実に役立てる

本市は、王子ネピア株式会社とまちづくりに関す
る協定を締結し、社会貢献事業に関する覚書を
交わしました。「あななん」をプリントしたボック
スティッシュを生産・販売し、地産地消と地域活
性化を推進します。市内の企業や店舗等に納品
されるネピア製品の納品金額から算出した額を
市に寄付していただき、子どもたちの健全育成に
役立てます。

12/4

山口小児童が中島港で
ワカメの種付けを体験

山口小学校の３、４年生14人が、中島港でワ
カメの種付けを体験しました。水環境の保全に
ついて学ぶ授業の一環で、阿南中央漁業協同組
合理事の武田輝久さんなどから指導を受けまし
た。児童たちは、約５㎝のワカメの種をピンセッ
トを使って養殖用ロープの編み目にはさみ込みま
した。種付けしたワカメは２カ月で１ｍほどに成
長するということで、１月下旬に収穫する予定です。

11/19
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ニュースオアシス

『阿南市の先覚者たち』(第二集)
が発刊される！好評発売中

阿南市出身、または阿南市ゆかりの先覚者を紹介
した『阿南市の先覚者たち』第二集が発刊され
ました。日亜化学工業株式会社の創業者で阿南
市名誉市民の小川信雄氏を含む 14人を紹介して
います。後世に生きる市民に伝えようと、阿南市
文化協会が中心となって編集しました。同書は、
文化会館において１冊300円で販売されています。
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

自転車運転技能を競う県大会で
大野セニヤクラブ連合会が優勝

高齢者の自転車運転技能や安全知識向上を図る
自転車安全運転競技大会が、徳島県免許センタ
ーで開催され、阿南市代表の大野セニヤクラブ
連合会が優勝しました。県内各地区から12老人
クラブ104人が出場し、決められたコースを手信
号や安全確認を行いながら走行する「実技テスト」
や、25の設問に答える「学科テスト」に挑みました。
阿南市代表チームの優勝は、今回が初めてです。

文通で友情を育む
２年４カ月ぶりに再会果たす

2012 年７月に富岡公民館で行われた被災地支
援交流事業で知り合った廣瀬帆乃華ちゃん（11
歳・日開野町）、檜 祐奈ちゃん（10歳・富岡町）
と、宮城県名取市の太田しおりちゃん（11歳）
が、阿南市で笑顔の再会を果たしました。同公
民館で行われた母・千秋さんの防災講演会にし
おりちゃんも同伴。「また、会いたいね」。あれか
ら２年４カ月、３人は文通で友情を育んできました。

（写真：左から祐奈ちゃん、帆乃華ちゃん、しおりちゃん）

11/22

11/25

11/22

ホットスポット選定委から報告
候補地は伊島など６カ所

本市の生物多様性の保全・再生等について考え
る「阿南市生物多様性ホットスポット選定委員会」
から、検討結果をまとめた報告書が提出されまし
た。ホットスポット候補地に選ばれたのは、伊島

（前島、棚子島を含む）、蒲生田、太龍寺近辺、
出島野鳥園、那賀川・桑野川河口域、桑野川上
流の６カ所。２月21日開催予定の「第 2 回生物
多様性フォーラム」で正式に発表する予定です。

12/1
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着々と進む
四国横断自動車道工事

徳島東ＩＣ（仮称）と阿南ＩＣ（仮称）を結ぶ
四国横断自動車道の建設工事が進められていま
す。羽ノ浦町上岩脇地区では、県道勝浦羽ノ浦
線や那賀川北岸用水をまたぐ橋りょうの下部工
事、道路横断部分の排水構造物工事が行われて
います。今後は、橋りょうの上部工事や周辺の
市道と交差する部分の道路改良工事などが行わ
れる予定です。（写真：トンネル予定地から南方を望む）

ふたご座流星群観望会
冬の天体ショーを楽しむ

毎年この時期に見られる「ふたご座流星群」の
観望会が科学センターで行われ、家族連れなど
31人が冬の天体ショーを楽しみました。参加
者は、科学センター職員から３大流星群の特徴
などの説明を受けた後、天文館でブルーシートの
上に寝転んで夜空を眺めました。流星は午後９
時頃にピークを迎え、ふたご座を中心に放射状
に流れる星々に大きな歓声が上がっていました。

12/14

資源ごみの有効活用に関心を！
ペットボトルでミニツリー作りに挑戦

ペットボトルを使ってミニクリスマスツリーを作る
「親子リサイクル体験教室」が環境啓発センター
（エコパーク阿南）であり、52人の親子が参加しま
した。参加者は、切断したペットボトルの底に
油ねんどを敷き、松ぼっくりやドングリなどを
飾り付けて個性的な作品を完成させていました。
ほかにも、「光のエコツリー」に使用されたペッ
トボトルの本数を当てるクイズも行われました。

第１回おもかげウオーク開催
復元された平等寺道を歩く

加茂谷へんろ道の会による「第１回あなん遍路
おもかげウオーク」が開催され、約60人が参加し
ました。コースは旧大井小学校前から太龍寺道
を登り、いわや道、平等寺道を下って阿瀬比町に
向かう約12㎞。参加者は、地元ボランティアガイド
から説明を受けながら、古道の歴史や標高約
600ｍからの眺望などを楽しみました。同会や
岡花座の木偶人形によるお接待も行われました。

12/14

12/1

12/7
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あなんカルチャー

台風19号により延期していました
コンサートを開催します。

日時　１月15日㈭　18:30開演
（18:00開場） 

場所　市民会館　　　　　
入場料　全席指定　7,560円
(３歳以上有料・当日500円増し)　
※３歳未満の入場はご遠慮ください。
問い合わせは　
市民会館（☎22－7000）へ

■ 葉加瀬太郎Best Acoustic Tour “エトピリカ”

日時　３月５日㈭　18:30開演
　　　　　　　　（18:00開場）
場所　コスモホール
　　　（情報文化センター）
ゲスト　日野美歌
入場料　全席自由　2,500円
※お得なセット券（２枚セット4,500円、３枚セット

6,000円）も発売します。
※いずれも当日500円増し。
チケット発売開始日　１月10日㈯
チケット販売場所
情報文化センター、文化会館、市民会館、ミリカホ
ール、平惣書店ほか　　　
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

クラシックからポップスまで、
懐かしく、親しみやすい音色の
マンドリンで奏でる明大マンド
リン倶楽部の演奏を存分にお楽
しみください。

新野町岡花地区に伝わる人形座「中村園太夫座」は、
地区の名前から「岡花座」と呼ばれ親しまれており、
伝承の技芸は、新野中学校民芸部など若い人たちに
も受け継がれています。郷土の誇り「阿波人形浄瑠
璃」の舞台をお楽しみください。
今年は、オペラ歌手の山中雅博さんの歌声もお楽し
みいただけます。

日時　１月25日㈰　13:00開演
（12:30開場）

場所　夢ホール（文化会館）
演目　
①式三番叟②傾城阿波の鳴門（伝
承）順礼歌の段【人形：新野中学
校民芸部】③恵比寿舞④絵本太功
記十段目尼崎の段
ゲスト　山中雅博（テノール歌手）
入場料　200円（高校生以下無料）
チケット販売場所　
文化会館、情報文化センター、市民会館、平惣書店

（阿南センター店、羽ノ浦国道店）
※未就学児の入場はご遠慮ください。
※無料託児あり（1 週間前までに要申込）
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■ 明治大学マンドリン倶楽部演奏会
　 前売りチケット発売！

■ 阿波人形浄瑠璃芝居
　　　中村園太夫座（岡花座）公演

セ
ン
タ
ー

科
学

望
遠
鏡
で
さ
ぐ
る
オ
リ
オ
ン
座

（
有
料
）

　

冬
の
星
座
を
代
表
す
る
オ
リ
オ
ン
座
の
見

ど
こ
ろ
を
、
大
型
望
遠
鏡
を
使
っ
て
探
り
ま

す
。

日
時　
１
月
11
日
㈰　

午
後
７
時
～
９
時

参
加
方
法　
開
始
時
刻
ま
で
に
科
学
セ
ン
タ

ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
予
約
は
不
要
。

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

わ
く
わ
く
科
学
の
広
場

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
輪
を
作
っ
て

飛
ば
そ
う
」（
無
料
）

日
時　
１
月
12
日
㈷　

午
前
10
時
30
分
～
、

午
後
１
時
30
分
～
の
２
回

参
加
方
法　
開
始
時
刻
ま
で
に
科
学
セ
ン
タ

ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
予
約
は
不
要
。

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/
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光
明
寺
住
職浅

川 

雄
康
さ
ん

は
じ
め
に
～
寺
院
と
は

　

寺
院
は
、
単
な
る
宗
教
施
設
で
は
な
く
、

昔
も
今
も
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
使
用
さ
れ

て
い
る
。
昔
に
お
い
て
は
役
場
的
な
役
割

を
果
た
し
、
寺
子
屋
と
し
て
活
用
さ
れ
る

教
育
施
設
で
も
あ
っ
た
。
現
在
で
は
、
写

経
や
座
禅
な
ど
の
精
神
修
養
道
場
、
美
術

展
や
音
楽
会
な
ど
の
文
化
的
活
用
、
保
育

や
災
害
避
難
施
設
な
ど
、
多
目
的
に
使
わ

れ
て
い
る
。

　

寺
院
の
自
然
環
境
や
建
造
物
に
は
、
宗

教
・
文
化
・
美
術
・
民
俗
等
さ
ま
ざ
ま
な

要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
寺
に

あ
る
池
は
極
楽
の
蓮れ

ん

池ち

を
表
し
、
そ
の
中

に
あ
る
島
や
橋
は
、
此
岸
か
ら
彼
岸
に
渡

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
屋

根
に
使
用
さ
れ
て
い
る
鬼
瓦
、
何
気
な
く

飾
ら
れ
て
い
る
掛
け
軸
に
至
る
ま
で
、
建

物
の
内
外
を
問
わ
ず
、
寺
院
に
置
か
れ
て

い
る
も
の
に
は
意
味
が
あ
る
。

暮
ら
し
に
根
ざ
し
た
仏
教

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
仏
教
の
教
え
は
、

至
る
所
で
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
例
を
幾

つ
か
紹
介
し
よ
う
。

　

毎
年
、「
盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

会え

」
に
は
地
獄
・
極

楽
絵
図
が
ご
開
帳
に
な
る
が
、
昔
は
孫
を

連
れ
た
年
寄
り
が
、「
嘘
を
つ
い
た
ら
閻え

ん

魔ま

さ
ん
に
舌
を
抜
か
れ
る
」
な
ど
と
、
子

ど
も
た
ち
に
「
六ろ

く

道ど
う

輪り
ん

廻ね

」
の
戒
め
を
教

え
、
躾し

つ
けを

し
て
い
た
。

　

ま
た
、
昔
話
の
中
に
も
、
仏
教
の
教
え

は
多
く
存
在
す
る
。
仏
教
の「
因
果
応
報
」

は
、
自
分
の
行
い
の
結
果
が
、
自
身
へ
の

報
い
と
し
て
受
け
る
「
自
業
自
得
」
か

ら
、
極
楽
浄
土
に
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
に
、

「
悪あ

く

因い
ん

苦く

果か

」
を
戒
め
、「
善ぜ

ん

因い
ん

楽ら
っ

果か

」
を

進
め
る
生
き
方
と
し
て
、「
勧
善
懲
悪
」

を
子
ど
も
た
ち
に
、
昔
話
を
通
じ
て
教
え

た
。「
善
因
楽
果
」の
代
表
的
な
話
は
、『
笠

地
蔵
』
や
、『
ぶ
ん
ぶ
く
茶
釜
』。「
悪
因

苦
果
」と
し
て
は
、『
か
ち
か
ち
山
』に
、『
猿

蟹
合
戦
』。「
勧
善
懲
悪
」
は
時
代
劇
に
も

多
く
見
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
寺
の
住
職
の
呼
び
方
と
し

て
は
、
上
記
の
住
職
の
他
に
、「
和
尚
」・

「
上し

ょ
う
に
ん人
」・「
お
坊
さ
ん
」
等
が
あ
る
。
ま
た
、

阿
波
弁
で
は
「
お
じ
ゅ
っ
さ
ん
」
や
、「
い

ん
げ
ん
さ
ん
」、
大
阪
で
は
「
お
っ
さ
ん
」

と
呼
ん
だ
り
も
す
る
。
呼
び
方
が
多
岐
に

わ
た
り
、
宗
門
や
地
方
ご
と
に
固
有
の
呼

び
方
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
寺
院
と
住
職

が
い
か
に
地
域
社
会
に
溶
け
込
ん
で
い
る

の
か
が
わ
か
る
。

ま
と
め

　

寺
院
は
、
今
も
昔
も
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
使
用
さ
れ
、仏
教
の
教
え
と
共
に
、人
々

の
生
活
に
な
じ
ん
で
い
る
。　

　

東
日
本
大
震
災
後
に
、
チ
ベ
ッ
ト
の
ダ

ラ
イ
・
ラ
マ
が
来
日
し
た
が
、
そ
の
際
に

彼
は
「
利
他
心
」
と
い
う
言
葉
を
、
日
本

人
に
残
し
た
。「
利
他
」
と
は
、
自
分
の

利
益
を
後
に
し
て
、
他
者
を
利
す
る
こ
と

を
優
先
す
る
生
き
方
で
あ
る
。

　

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
が
、
数
あ
る
仏
教
の
教

え
の
中
か
ら
、
被
災
し
た
日
本
人
に
残
し

た
言
葉
は
、「
般
若
心
経
」
の
解
説
の
一

つ
で
あ
る「
利
他
心
」で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

私
た
ち
日
本
人
の
「
生
き
る
意
味
」
に
つ

な
が
る
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

暮
ら
し
と
寺
院

～
そ
の
文
化
的
役
割
～

第
６
回 阿

南
市
文
化
財
講
座

平成26年度

コ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ

参
加
者
募
集
（
有
料
・要
申
込
）

　

体
験
型
天
文
講
座
「
コ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ

ジ
」
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
か
ら
補
助
を
受
け
、
１
日

か
け
て
、
宇
宙
や
天
文
に
関
す
る
工
作
・
実

験
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
キ
ッ
ズ
コ
ー
ス

対
象　
小
学
１
年
～
３
年
生
と
そ
の
保
護
者

日
時　
２
月
14
日
㈯　

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

定
員　
25
組
50
人
（
先
着
順
）

▼
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
コ
ー
ス

対
象　
小
学
４
年
生
～
中
学
生

日
時　
２
月
15
日
㈰　

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

参
加
方
法　
参
加
申
込
み
用
紙
（
１
月
中
旬

に
学
校
を
通
じ
て
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
科
学
セ
ン
タ
ー
に
持
参
ま
た
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
み
で
き
ま
す
。

参
加
料　
１
人
５
０
０
円
（
保
護
者
無
料
）

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

日
時　
土
・
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
、
午
後

２
時
20
分
～
の
２
回

※
冬
休
み
期
間
中
は
、
平
日
の
午
後
２
時
20

分
か
ら
も
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

１
月
の
休
館
日

１
日
㈷
～
３
日
㈯
、
５
日
㈪
、
13
日
㈫
、

19
日
㈪
、
26
日
㈪

蓮池（此岸と彼岸を表す）
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元
で
母
が
私
に
か
け
て
く
れ
た

優
し
い
言
葉
を
語
り
か
け
な
が

ら
世
話
を
し
た
。
そ
の
５
年
後

に
母
は
亡
く
な
っ
た
。
優
し
く

安
ら
か
な
顔
に
私
は
救
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
母
の
供
養
に
と
巡

礼
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。
先せ

ん

達だ
つ

の
方
か
ら
仏
教
の
教
え
を
聞
く

中
で
「
和わ

顔が
ん

愛あ
い

語ご

」
と
い
う
言

葉
を
知
っ
た
。
人
に
笑
顔
を
見

せ
た
り
愛
の
こ
も
っ
た
優
し
い

言
葉
を
か
け
る
こ
と
は
、
立
派

な
お
布
施
で
あ
る
と
い
う
意
味

だ
。
期
せ
ず
し
て
母
が
私
に
、

私
が
母
に
し

た
行
為
も
同

じ
だ
と
分
か

り
、
少
し
は

恩
返
し
が
で

き
た
と
う
れ

し
か
っ
た
。

母
の
娘
で
あ
る
幸
せ
と
、
言
葉

の
持
つ
力
の
大
き
さ
を
痛
感
し

た
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
た
。
元
気

に
今
を
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
感
謝
し
「
和
顔
愛
語
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
こ
れ
か
ら
は
積
極

的
に
社
会
参
加
し
て
、
い
ろ
ん

な
人
と
交
流
し
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
る
。

　

次
は
、
富
岡
町
の
三
間
知
樹

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

幼
い
頃
、
母
は
私
の
た
わ
い

な
い
話
を
よ
く
聞
い
て
く
れ
、

笑
い
な
が
ら
言
っ
た
。「
お
前

を
産
ん
で
良
か
っ
た
。
お
母
さ

ん
は
幸
せ
だ
」。
私
が
に
こ
っ

と
笑
う
と
、「
お
前
の
笑
顔
を

見
る
と
仕
事

の
疲
れ
も
吹

き
飛
ぶ
よ
」。

母
は
私
を
笑

顔
良
し
の
子

ど
も
に
し
つ

け
て
く
れ
た
。

　

母
は
83
歳
の
頃
、
認
知
症
に

な
っ
た
。
私
は
仕
事
を
辞
め
、

毎
日
母
の
話
を
聞
い
た
。
初
め

は
私
の
幼
い
頃
の
話
。
次
は
母

の
子
ど
も
時
代
の
話
。
同
じ
こ

と
を
何
百
回
も
聞
い
た
が
、
不

思
議
な
こ
と
に
愚
痴
は
一
度
も

な
く
、
楽
し
い
思
い
出
ば
か
り

だ
っ
た
。
そ
し
て
、
母
も
ま
た

親
に
愛
さ
れ
て
育
っ
た
こ
と
が

よ
く
わ
か
っ
た
。

　

85
歳
の
冬
、
脳
出
血
で
倒
れ

寝
た
き
り
に
な
り
、
言
葉
も
失

っ
た
。
母
が
ふ
び
ん
で
毎
日
枕 484

母
を
介
護
し
て

那賀川町
住友 宣子さん

阿
南
市
文
化
祭

短
歌
大
会
選

短
　
歌

市
長
賞　
　
　
　
　

矢
野　

道
子

交
差
さ
せ
子
供
太
鼓
の
撥ば

ち

さ
ば
き

初
冬
の
空
に
光
を
散
ら
す

議
長
賞　
　
　
　
　

鹿
島
壽
美
子

一
方
通
行
に
な
り
が
ち
な
わ
が
耳

に
「
聞
き
上
手
よ
」
と
言
い
聞
か

せ
い
つ

教
育
長
賞　
　
　
　

五
島　

秀
子

る
り
色
に
水
無
月
い
ろ
ど
る
花
菖し

ょ
う

蒲ぶ

迷
い
こ
み
た
る
光こ

お

琳り
ん

の
界

互
選
賞　
　
　
　
　

木
内　

照
代

掃
き
寄
せ
る
人
は
も
う
居
ず
里
の

家や

に
金き

ん

木も
く

犀せ
い

の
花
殻
か
わ
く

互
選
賞　
　
　
　
　

佐
坂　

恵
子

目
つ
む
り
て
お
れ
ば
聞
こ
ゆ
る
遠

花
火
病
み
臥
す
胸
に
つ
ぎ
つ
ぎ
開
く

互
選
賞　
　
　
　
　

西
崎
ま
き
子

い
と
し
さ
の
い
や
増
す
粒
は
手
に
熱

し
豪
雨
に
耐
へ
た
る
新
米
な
れ
ば

互
選
賞　
　
　
　
　

吉
形　

和
恵

晩
酌
に
垂
ら
す
す
だ
ち
の
一
滴
は

香
り
い
っ
ぱ
い
魔
法
の
し
ず
く

中
学
生
短
歌
の
ポ
ス
ト
入
選
歌

入
選　
　
　
　
　
　

西
村　

美
玲

部
活
動
も
う
す
ぐ
お
別
れ
浄
瑠
璃

よ
今
ま
で
あ
り
が
と
お
鶴
と
お
弓

入
選　
　
　
　
　
　

岡
本　

悠
斗

ぼ
く
た
ち
の
故
郷
か
ざ
る
阿
波
踊

り
神
の
二
拍
子
夜
の
街
を
舞
う

入
選　
　
　
　
　
　

米
田
歩
美
花

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
元
気
で
す
か
と

祖
母
に
宛
て
ス
イ
カ
を
描
い
た
残

暑
見
舞
よ

入
選　
　
　
　
　
　

折
野　

恭
介

夜
の
道
照
ら
し
て
く
れ
る
ホ
タ
ル

達
僕
ら
を
ど
こ
へ
連
れ
て
行
く
の

か入
選　
　
　
　
　
　

日
下
詠
美
子

く
も
り
空
何
だ
か
は
れ
な
い
私
の

心
雨
が
や
ん
だ
ら
素
直
に
な
ろ
う

入
選　
　
　
　
　
　

岡
田　

恭
平

運
動
会
全
力
投
球
や
り
き
っ
た
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
手
が
震
え
た
よ

入
選　
　
　
　
　
　

内
藤　

優
香

庭
の
隅
秋
が
来
た
よ
と
お
み
な
え

し
ふ
わ
り
と
笑
う
君
に
似
た
花

入
選　
　
　
　
　
　

坂
東　

茉
弥

赤
ト
ン
ボ
犬
の
頭
に
と
ま
っ
て
る

ま
る
で
お
し
ゃ
れ
な
リ
ボ
ン
の
よ

う
だ

阿
南
市
俳
句

連
合
会
選

俳
　
句

河
野　

柳
史

祖
谷
男を

橋
女め

橋
も
紅
葉
濃
か
り
け
り

加
藤　

和
子

風ふ

呂ろ

吹ふ
き

や
母
の
口
紅
つ
い
に
見
ず

陶
久　

晴
義

時
雨
る
る
や
怒
な
く
せ
ば
聖
人
か

市
民
文
芸

工
藤
千
鶴
子

ど
ん
ぐ
り
の
小
枝
を
か
ざ
る
接
骨

院

竹
谷　

由
美

わ
び
助
の
地
を
か
ん
で
い
る
鉢
の

底

神
野
千
鶴
子

左
官
屋
の
鏝こ

て

鋭
角
に
秋
日
差
す

吉
崎　

晶
子

小
春
日
や
港
で
開
く
島
の
市

東
條　

当
子

芒
穂
の
峠
越
ゆ
れ
ば
昼
の
月

宇
川　

延
子

留
守
の
戸
を
開
け
る
隣
家
や
初
時

雨

多
田
紀
久
代

あ
れ
や
こ
れ
〆
切
り
迫
る
師
走
か

な

阿
南
川
柳
会

髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

橋
本　

征
介

聞
き
た
い
な
そ
ん
な
言
葉
は
耳
元
で

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

福
笑

三
度
ま
で
許
し
て
く
れ
る
仏
顔

　
　
　
　
　
　
　
　

西
田　

修
身

ど
う
す
る
の
皆
ん
な
あ
な
た
が
蒔

い
た
種

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
つ
た
え

待
っ
て
る
と
笑
顔
に
会
え
る
通
学
路

　
　
　
　
　
　
　
　

臣
守　

愛
香

口
八
丁
よ
り
も
無
口
な
頼
り
甲
斐
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蔵書点検中の館は、本の貸出・返却・予約等すべて
の業務が停止します。返却ポストも利用できません。
本を返却される場合は、開館している他の２館にお
返しください。

蔵書点検とは館内にある図書を１冊ずつ機械で読み
込んで、行方不明の図書がない
か点検することです。
期間中ご迷惑をおかけしますが、
ご理解・ご協力よろしくお願い
します。

問い合わせは　那賀川図書館（☎42－3111）へ

移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
  8日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
14日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 15:00～15:30
15日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30

　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00
16日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30

　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30
22日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30

大 潟 分 館 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
23日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中 央 病 院 阿 南 荘 前 13:30～14:00
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

29日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

１月の巡回日程

蔵書点検による
特別休館日のお知らせ

阿南市立図書館だより
１月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
休 休 休 休 休 ★ ☆ 休 休 ☆ 休 ★ ☆ 蔵書点検による

特別休館日

那賀川図書館
10:00〜18:00 休 休 休 休 休 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休 ◎

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 休 休 休 休 休 ☆ 休 休 ☆ 蔵書点検による

特別休館日 ☆ 休 休 ☆

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏 　

那賀川図書館　☎ 42－3111ＦＡＸ 42－3299

☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◎中学生によるピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10:00～[約10分間]
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　１月は休みます

羽ノ浦図書館　☎ 44－2100ＦＡＸ 44－2099

☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

阿 南 図 書 館　☎ 23－2020ＦＡＸ 23－6814

☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第２・第４木曜日）　10:30～11:00  

羽ノ浦図書館　１月19日㈪～23日㈮
阿南図書館　１月26日㈪～30日㈮
那賀川図書館　２月  2日㈪～  6日㈮

蔵書点検って何？
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市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

阿南第九の会　第６回演奏会
日時　２月１日㈰　14:00～（13:30開場）
場所　コスモホール
内容　 ▼日本の合唱曲より「昴」ほか ▼ソ
リストによる独唱曲 ▼ベートーヴェン作曲
交響曲第九番より第４楽章
入場料　1,000円（高校生以下無料）
※前売りチケットはコスモホールで販売し

ています。
問 阿南第九の会事務局
　 （☎090－3611－3106）へ

ポリテクセンター徳島

職業訓練生募集
訓練科　溶接加工科　２月生
　　　　（デュアル７カ月）
訓練期間　２月２日㈪～８月31日㈪
※おおむね40歳未満の方が対象

訓練科　溶接加工科　３月生（６カ月）
訓練期間　３月２日㈪～８月31日㈪

対象　公共職業安定所に求職の申込みをし
ている方など（選考あり）

受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　２月生は１月22日㈭まで
　　　　　３月生は２月２日㈪まで
問 ポリテクセンター徳島
　 （☎088－654－5102）へ

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会
日時　１月24日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とは何か、相続の手続き、成年後見
制度などに関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
　 （☎088－679－4440）
 　土・日曜日は地域会員　花野
　 （☎090－3787－0305）へ

わくわく男女共同参画2013阿南協議会
継続事業
ほんとうの子どもの気持ちと
大人たちにできること

「ひとり親家庭の子どものほんとうの気持
ち」について、事例を通してお話を聞き、
未来のおとなたちのために今のおとなたち
ができることについて考えます。
対象　どなたでも
日時　１月10日㈯　13:30～15:30
場所　文化会館２階　研修室
講師　NPO 法人 Wink　理事長代行
　　　静岡支部長　光本　歩さん
参加費　無料
問 今と未来のおとなネットワーク　
　 阿部（☎28－0559）へ

阿南市軟式野球連盟
加盟登録を受け付けます
平成27年度阿南市軟式野球連盟への加盟
登録を受け付けます。
受付クラス　 ▼一般の部（年齢制限なし・
学生を除く） ▼ 壮年の部（40歳以上） ▼

実年の部（50歳以上）
受付期間　１月20日㈫～２月10日㈫
問 阿南市軟式野球連盟事務局　阿部
　 （☎090－8974－6985）へ

行政書士による無料相談会
許認可手続きについて知りたい方は、ぜひ
ご相談ください。予約等は必要ありません。
直接会場にお越しください。
日時　１月17日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
相談内容　農地転用、建設業関係、開発許

可、自動車運送関係等行政に係
る許認可手続き・相続等

問 徳島県行政書士会　徳島南部支部
　 （☎42－3173）へ

あわ民俗芸能フォーラム
～こころのふるさとに還

かえ

る瞬
と

間
き

～ 
日時　１月18日㈰　12:30～16:00

（12:00開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
内容　
12:30～お茶席　※限定100人

（羽ノ浦伝統文化子ども茶道教室）
13:00～芸能上演　ポラリス座（阿波人形

浄瑠璃）、羽ノ浦和太鼓グループ
どんど鼓、鳴門高校阿波踊り部、
高川原勇獅子保存会（石井町）

15:10～シンポジウム「伝統文化の次世代
継承をめざして」
コーディネーター　安倍久恵さん
パネリスト　各出演団体代表者

※事前申込不要、入場無料
問 徳島県教育委員会教育文化政策課
　 （☎088－621－3267）へ

第47回
阿南市社会福祉大会・
阿南市ボランティアフェスティバル

「明るく住みよいまち “ 阿南 ”」の実現をめ
ざして、阿南市の福祉増進に寄与された
方々を称える阿南市社会福祉大会を開催し
ます。式典後、徳島大学大学院教授　中野
晋先生を迎え災害状況と防災についての講
演会を開催します。また、楽しいイベント
が盛りだくさんの阿南市ボランティアフェ
スティバルを同時開催します。
日時　１月17日㈯　10:00～（受付9:30)
場所　夢ホール ( 文化会館 )、富岡公民館
問 阿南市社会福祉協議会
　 （☎23－7288）へ

親子のふれあい
ベビーマッサージ教室
ベビーマッサージを通して、ママから赤ち
ゃんへ「大好き」をたくさん伝えましょう。
日時　１月14日㈬　10:00～11:00
場所　那賀川社会福祉会館 2 階
定員　親子５組
参加費　1,000円
持参物　赤ちゃんの飲み物
※要予約
問 RTA指定スクールRomaly　金光
　 （☎24－8710）へ
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。３月号の締め切りは１月30日㈮です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

平成26年12月21日㈰から

徳島県特定最低賃金が
変わりました
時間額798円　

徳島県造作材・合板・建築用組立材料製
造業　

時間額827円　
徳島県はん用機械機具、生産用機械器具、
業務用機械器具製造業

時間額792円　
徳島県電子具品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具製造業

問 徳島労働局労働基準部賃金室
　 （☎088－652－9265）
 　または最寄りの労働基準監督署へ

若者ＵＰプロジェクト
就職につながるパソコン講座
日本マイクロソフト株式会社と協働し、最
新のパソコンでワードの基本操作を学びま
す。
日時　１月20日㈫、21日㈬の
　　　13:00～16:00
場所　富岡町玉塚21番地里美ビル１階
　　　（南部ライフサポートセンター隣）
対象　義務教育終了後、15歳～39歳まで

の無業の方
　　　※学生はご遠慮ください。
定員　5 人
受講料　無料　
申込締切日　１月19日㈪
問 とくしま地域若者サポートステーション
　 （☎088－602－0553）へ

小学生～高校生のための
春休み海外派遣参加者募集
内容　ホームステイ、国際交流など
日時　３月25日㈬～４月５日㈰の内９～

11日間
派遣先　アメリカ、イギリス、オーストラ

リア、カナダ、フィジー、ニュー
ジーランド、フィリピン

対象　小学３年生～高校３年生
参加費　358,000円～498,000円
申込締切日　２月２日㈪
問（公財）国際青少年研修協会
　 （☎03－6417－9721）へ

所得税の還付申告の受付が
１月５日から始まります
阿南税務署での平成26年分の所得税の還
付申告の受付が、１月５日㈪から（土・日
曜日および祝日を除く）始まります。郵送
や時間外収受箱への投かんによる還付申告
書の提出については、１月１日㈷から可能
です。なお、平成26年分の所得税および
復興特別所得税の確定申告の期間は、２月
16日㈪から３月16日㈪までとなりますの
で、ご注意ください。
問 阿南税務署（☎22－0414）へ

若者の就労相談会 （予約制）

働いておらず、職業訓練も学校も行ってい
ない若者の働くことに関する相談に応じま
す。（家族からの相談も可）
日時　１月８日㈭、22日㈭ 
　　　13:00～17:00
場所　文化会館１階　工芸室
問 とくしま地域若者サポートステーション
　 （☎088－602－0553）へ

国の教育ローン
（日本政策金融公庫）

融資額　350万円以内
　　　　（学生・生徒１人あたり）
利率　年2.25％（母子家庭または世帯年

収（所得）200万円（122万円）以
内の方は年1.85％）

　　　※平成26年11月10日現在
返済期間　15年以内（母子家庭、交通遺

児家庭の方などは18年以内）
元金据置期間　在学期間内（在学期間内は
利息のみのご返済とすることができます。
元金据置期間はご返済期間に含まれます。）
問 教育ローンコールセンター

（☎0570－008656）または
（☎03－5321－8656）へ

浪曲　～とことんじゃぽねすく～

日時　1月31日㈯　14:00～
場所　文化会館　視聴覚室
内容　春野恵子、京山幸太、一風亭初月
入場料　前売り2,000円　当日2,500円
チケット販売場所　夢ホール市民協議会事
務所、平惣書店（阿南センター店・羽ノ浦
国道店・徳島店）
問 ＮＰＯ法人夢ホール市民協議会
　 夢つくりあなん（☎23－5599）へ

羽ノ浦新春凧揚げ大会
お正月は家族で凧揚げを楽しもう！
日時　１月３日㈯　10:00～15:00
　　　※雨天の場合は中止
場所　那賀川河川敷第３緑地公園
　　　（羽ノ浦町明見）
※子ども用の貸出し凧あります。（無料）
問 羽ノ浦町おやじの何でも塾
　 福井（☎090－5717－7334）へ

津峯神社初詣ウオーク
日時　１月25日㈰　10:20～14:20　予定
ルート　夢ホール（文化会館）～ＪＲ見能
林駅～見能林町側登り口～津峯神社～津乃
峰町側登り口（赤い鳥居）～ JR 阿波橘駅
距離　約９㎞
集合　10:20　夢ホール駐車場
参加料　300円
持参物　弁当、飲み物、雨具、健康保険証

等
※長ズボン、長袖シャツ、履き慣れた靴で

ご参加ください。
※傷害保険には加入しています。その範囲

内および応急処置以外の疾病の責任は負
いません。

問 阿南歩こう会 新川（☎22－3188）へ

光のまちステーションプラザ 
１月の催し
■展示コーナー　10:00～20:00
〇賀上書道教室作品展　４日㈰～18日㈰
〇竹のアート作品　20日㈫～30日㈮

※初日と最終日は催しによって終了時間が
異なります。

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り
常時開催中！

問 阿南光のまちステーションプラザ
　 （☎24－3141）へ
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健康いきいき情報
がん検診のお知らせ
■胃がん肺がん検診
※今年度最後の集団検診です
検診日２週間前までに総合健診センター

（☎088－678－7128）へ申し込みする
と、がん検診の問診票がご自宅へ届きます。
なお、申込みなしに当日受診することもで
きます。
期日　２月３日㈫
受付　9:00～10:00
場所　ひまわり会館
内容　胃がん・肺がん検診

■婦人がん検診
期日　１月27日㈫
受付　9:00～10:00、13:00～14:30
場所　ひまわり会館
内容　乳がん（要予約）・骨粗しょう症検診

■がん検診推進事業「無料クーポン券」の
有効期限は2月末まで

※以下の対象者には昨年の６月末頃に無料
クーポン券を郵送しています。

子宮頸がん検診対象者
平成25年４月２日～平成26年４月１日の
間に20歳に達した女性
平成21年度～平成24年度の無料クーポン
券該当者のうち40歳までの未受診の女性
乳がん検診対象者
平成25年４月２日～平成26年４月１日の
間に40歳に達した女性
平成21年度～平成24年度の無料クーポン
券該当者のうち60歳までの未受診の女性
※クーポン券を紛失した方は、再発行でき

ますのでお問い合わせください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

阿波踊り体操教室
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
日時　１月８日㈭　10:00～11:00
場所　ひまわり会館２階 ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
持参物　飲み物、タオル、
　　　　健康手帳（無い方は交付します）
問 保健センター（☎22－1590）へ

健康講演会
「認知症を知って安心して暮らすには」
日時　１月16日㈮　10:00～12:00

（受付 9:30～）
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
内容　●基調講演

「認知症ってどんな病気？」
徳島県立中央病院 大森隆史さん

●関係機関からのお知らせ
「自宅で過ごすには」

　　　　㈳認知症の人と家族の会　
徳島県支部 世話人 小川洋子さん

「介護の困り事、心配事の相談窓口」
阿南高齢者お世話センター職員

※入場無料・申込不要
問 保健センター（☎22－1590）へ

講演会　知っておきたい目の病気
日時　１月21日㈬　14:00～15:30

（受付13:30～）
場所　富岡公民館２階　大ホール
講師　島内科眼科医院
　　　副院長　島　裕美さん
内容　白内障、緑内障、糖尿病性網膜症等

の症状、治療について
※入場無料、申込不要
問 保健センター（☎22－1590）へ

かもだ岬温泉保養センター

問 かもだ岬温泉保養センター
　（☎ 21 － 3030）へ

元旦は午前 7 時に開館します！
蒲生田岬で初日の出を見たあと、温泉
でのんびり心と体を癒やしませんか。

【１月の休館日】５日㈪、６日㈫、
７日㈬、13日㈫、19日㈪、26日㈪

対象　おおむね65歳以上の方
内容　血圧測定、検尿、阿波踊り体操
　　　講話「楽しくレクリエーション」
　　　講師：障害者スポーツ指導員
持参物　健康手帳（無い方は交付）

達者でおろな健康教室

１月の日程 場　所

6日㈫
10:00〜11:30 新 野 公 民 館

13:30〜15:00 宝 田 公 民 館

13日㈫ 10:00〜11:30 中 林 ふ れ あ い 会 館

14日㈬
10:00〜11:30 那賀川社会福祉会館

13:30〜15:00 加茂谷総合センター

19日㈪
10:00〜11:30 福井町総合センター

13:30〜15:00 長 生 公 民 館

23日㈮
10:00〜11:30 桑野コミュニティセンター

13:30〜15:00 羽 ノ 浦 公 民 館

26日㈪
10:00〜11:30 大 野 老 人 憩 い の 家

13:30〜15:00 橘 町 総 合 セ ン タ ー

27日㈫
10:00〜11:30 椿 公 民 館

13:30〜15:00 椿 泊 老 人 憩 い の 家

28日㈬ 10:00〜11:30 中野島公民館上中分館

問 保健センター（☎22－1590）へ

 献血にご協力ください（１月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

15日㈭

阿南消防本部 辰 己 町 9：30～10：30

㈱岡部機械
工 業 津乃峰町 12：00～13：00

キョーエイ
羽 ノ 浦 店 羽ノ浦町 14：00～16：30

※ 400ml 献血のみの実施です。
※一般の方のご協力をお願いします。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

高齢期からの筋力アップ体操
「笑いヨガで健☆活しよ！」
対象　２日とも参加できる方で、おおむね

65歳以上・運動制限のない方
日時　①１月30日㈮　13:30～14:30
　　　②３月  3日㈫　13:30～15:00
　　　（受付は両日とも13:00～）
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　①中瀬医院院長　中瀬勝則さん
　　　②笑いヨガティーチャー 岩野沙織さん
定員　30人程度（要申込み）
持参物　飲み物、タオル、運動靴、健康手

帳（無い方は交付します）
申込締切日　１月23日㈮
問 保健センター（☎22－1590）へ
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子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　14日㈬　桑野公民館
　　　21日㈬　加茂谷公民館
　　　28日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは

6日㈫、9日㈮、13日㈫、20日㈫、
23日㈮、30日㈮

問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南

転入者のための交流会です。子育てに関す
る情報を知りたい、お友だちを作りたいと
思われている方はいませんか。保健師によ
る計測や相談もあります。
日時　１月22日㈭ 　10:00～11:30 
場所　ひまわり会館１階　すこやかルーム 
問 阿南ファミリーサポートセンター
　 （☎24－5550）へ

「ウエルカム阿南」　交流会

★外出した後は、こまめに、ていねいに手洗いをしましょう。
せっけんやハンドソープを使って、手の平から手の甲、指の
間やつめの間、手首までしっかりと洗った後は、きれいなタ
オルなどで十分にふき取りましょう。

★せき、くしゃみなどの症状がある時は、マスク、せきエチケ
ットを心掛けましょう。
人に向かってせず、とっさに出そうな時は、顔を反らして、
ティッシュなどで口と鼻を覆いましょう。

★栄養に気をつけバランスのよい食事をとりましょう。
★睡眠を十分とり、体力をつけておきましょう。

問 保健センター（☎22－1590）へ

冬の感染症に備えましょう

１月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

13日㈫　お正月遊びを楽しもう
20日㈫　おはなしのポケット
27日㈫　お誕生会

にこにこひろば� ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日  8:30〜12:00
� 14:00〜15:30

13日㈫　おはなしだいすき
15日㈭　子育て講座
20日㈫　つくって遊ぼう
27日㈫　お誕生会

ふれあいひろば� ☎28−1725

橘こどもセンター　� 平日  9:00〜14:00

13日㈫　おはなしのポケット
20日㈫　子育て講座
27日㈫　お誕生会

なかよしひろば� ☎21−2002

平島こどもセンター� 平日  9:00〜14:00

13日㈫　昔の遊びをしよう
講師：羽ノ浦町おやじの何でも塾

16日㈮　お楽しみ会
23日㈮　子育て教室
　　　　「大豆の大切さを学ぼう」

講師：栄養管理士　野間智子さん
27日㈫　お誕生会
    　　　身体計測　※母子手帳持参
◇うたって遊ぼう　
    　　　９日㈮・20日㈫・30日㈮

みんなのひろば� ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00〜14:00（お弁当タイム11:45〜）

（※要予約）
  8日㈭　英語で遊ぼう
  9日㈮　高齢者とのふれあい会※
13日㈫　発育計測
14日㈬　ミュージックケア幼児※
15日㈭　すだちくんと走ろう
19日㈪　健康相談・発育計測
20日㈫　ミュージックケア乳児※
22日㈭　お誕生会
23日㈮　おはなしコロリン
25日㈰　もちつき・たこ揚げ大会※
※行事によっては有料・申込み制となりま

すので、くわしくはお問い合わせくださ
い。

問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば� 平日 9:00 〜 16:00

年始は、１月７日㈬から開所します。

これは、昭和40年代頃のお話です。その頃は、多くの家庭は経済的に今ほど豊かでは
なかったし、物も今のように満ちあふれてはいませんでした。ある町に、さっちゃんと
ゆうちゃんという小学校１年生のとても仲良しの女の子がいました。２人はいつも一緒
に遊んでいました。
その頃２人がとてもほしかった物は、リカちゃん人形でした。でもそれは、家の人にお
ねだりをしても、簡単に買ってもらえるような値段ではありませんでした。２人はよく
店のショーウインドーに額をつけては、「あのリカちゃんほしいね」と言っていました。
さて、その年のさっちゃんの誕生日のことです。さっちゃんの両親は、リカちゃん人形
をプレゼントとして送りました。さっちゃんは大喜びです。そんなさっちゃんに両親は
「ゆうちゃんやほかの友だちもみんなほしいと思っているんだから、決してみせびらか
したりしないこと」と言いました。
それから２～３日は、さっちゃんもその約束を守っていましたが、ある時さっちゃんは
とうとう我慢ができなくなって、ゆうちゃんにリカちゃんを見せてしまいました。ゆう
ちゃんはとても驚きましたが、その後は２人でその人形を使って、仲良く一緒に遊びま
した。でもその後に、事件は起こったのです。（次号に続く）

学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ －ある親子のお話－

て ひ ろば育子
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日
本
女
性
会
議
〈
男
女
共
同
参
画
〉
２
０

１
３
あ
な
ん
（
以
下
「
日
本
女
性
会
議
２
０

１
３
あ
な
ん
」
と
い
う
）
か
ら
１
年
を
経
過

し
た
11
月
９
日
㈰
、
ア
フ
タ
ー
事
業
と
し
て

「
わ
く
わ
く
男
女
共
同
参
画
２
０
１
４
阿
南

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
阿
南
市
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
創
ろ
う
！
私
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
イ
フ
」。
一
般
社
団
法
人
終

活
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
代
表
理
事
の
武
藤
頼

胡
さ
ん
が
講
演
後
、
日
本
女
性
会
議
２
０
１

３
あ
な
ん
で
お
世
話
に
な
っ
た
、
市
場
恵
子

日
本
女
性
会
議
〈
男
女
共
同
参
画
〉

２
０
１
３
あ
な
ん　

第
一
分
科
会
長　

齋　

芳
宏 

さ
ん

さ
ん
、
大
山
治
彦
さ
ん
と
実
行
委
員
長
の
渡

辺
純
子
さ
ん
、
分
科
会
か
ら
私
が
パ
ネ
ラ
ー

と
し
て
参
加
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
イ
フ
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
日
本
女
性
会
議
２
０
１
３

あ
な
ん
の
継
承
事
業
に
つ
い
て
も
報
告
し
ま

し
た
。

第
一
分
科
会
「
介
護
・
地
域
医
療
」
で
話
し

合
っ
た
内
容

　

日
本
女
性
会
議
２
０
１
３
あ
な
ん
第
一
分

科
会
「
介
護
・
地
域
医
療
」
は
、
昨
年
10
月

11
日
に
見
能
林
公
民
館
で
全
国
か
ら
１
５
０

人
の
参
加
者
を
お
迎
え
し
開
催
し
ま
し
た
。

臨
床
社
会
学
者
の
春
日
キ
ス
ヨ
さ
ん
か
ら

「
人
生
90
年
時
代
『
夕
映
え
期
』
の
終
活
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
を
い
た
だ
き
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
ま
し
た
。
内
容
は
、
急
速
に
高
齢
化
す
る

地
域
と
変
わ
り
続
け
る
家
族
の
姿
で
し
た
。

　

90
歳
を
超
え
る
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
ま

す
が
、
自
分
の
最
晩
年
期
を
考
え
て
い
る
人

は
少
な
く
、
お
そ
ら
く
家
族
に
頼
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
方
が
多
い
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
世
代
の
人
口

の
減
少
や
生
涯
未
婚
率
の
上
昇
、
介
護
を

し
な
い
の
が
〝
普
通
〟
に
な
っ
て
い
る
現

状
で
は
、
家
族
は
あ
ま
り
頼
り
に
な
り
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
、
団
塊
の
世
代
が
介
護
を

望
む
の
は
、
男
女
と
も
に
配
偶
者
が
一
番

多
く
、
子
ど
も
と
続
き
ま
す
。
長
男
の
パ

ー
ト
ナ
ー
に
介
護
を
希
望
す
る
人
は
、
１

％
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
す
で
に
高
齢
者

介
護
は
、「
長
男
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
で
は

な
く
、
夫
婦
間
も
し
く
は
子
ど
も
世
代
の

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
多
く
が
結
婚
し
て
い
た

時
代
は
、
親
離
れ
子
離
れ
が
で
き
て
い
ま

し
た
が
、
少
子
化
世
代
は
、
自
立
で
き
な

い
ま
ま
親
の
介
護
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
、
世

代
が
地
域
で
孤
立
し
、
高
齢
者
虐
待
な
ど

の
温
床
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、
最
晩
年
期

を
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
は
、
自
立
し
た

親
子
関
係
の
組
み
替
え
、
家
族
以
外
の
つ

な
が
り
を
地
域
に
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

「
笑え

未み

の
会
あ
な
ん
」
の
取
組

　

第
一
分
科
会
で
は
、
一
過
性
に
終
わ
ら

せ
た
く
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
ス
タ
ッ

フ
が
中
心
と
な
り
「
笑
未
の
会
あ
な
ん
」

を
立
ち
上
げ
、
２
つ
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
１
つ
目
は
、
男
性
を
対
象
と
し
た

「
い
き
い
き
男
女
共
同
参
画
介
護
職
員
初

任
者
研
修
」
で
す
。
男
性
を
対
象
と
し
た

講
座
は
新
し
い
試
み
で
、
13
人
が
受
講
し

て
い
ま
す
。
介
護
知
識
や
技
術
の
習
得
は
、

介
護
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
修
了
後
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
動
を
広
げ
る
こ
と
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
毎
月
第
４
金
曜
日
に
地
域

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
団
体
を
講
師
に
迎
え
、

学
習
会
を
し
て
い
ま
す
。
学
ん
だ
こ
と
か

ら
、
新
た
な
取
組
を
考
え
活
動
を
行
う
こ

と
と
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民
参
加

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
女
性
会
議
２
０
１
３
あ
な
ん
は
、

政
令
都
市
や
県
庁
所
在
地
以
外
の
自
治
体

で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
さ
な
市

町
村
で
も
開
催
で
き
た
と
い
う
点
に
お
い

て
も
、
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
延
べ
８
千
人
を
超
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
ご
協
力
で
運
営
さ
れ
、
大
会

を
機
に
集
ま
っ
た
市
民
が
結
び
つ
い
た
こ

と
に
よ
り
、
他
の
分
科
会
も
実
践
を
始
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、「
小
さ
な
ま

ち
の
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
得
た
力
を

新
た
な
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
市
民
が
誇
り
を

持
ち
、
生
活
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

過
去
、い
ま
、未
来
へ
つ
な
げ
る

「
日
本
女
性
会
議
〈
男
女
共
同
参
画
〉

２
０
１
３
あ
な
ん
」
を
振
り
返
っ
て

　
阿
南
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
花
言
葉

は
、「
光
輝
く
」
で
す
。
人
権
に
つ
い
て

考
え
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ま
さ
に
光
り

輝
く
阿
南
市
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
・
啓
発
コ
ー
ナ
ー
「
ひ
ま
わ

り
」
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
人
権
に
対
す

る
思
い
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

人権教育・啓発コーナー

ひまわり
⑼

問
い
合
わ
せ
は　

　

人
権
・
男
女
参
画
課

　
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ
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徳島駅伝に出場する阿南市選手団のユニフォームカラーが28年ぶりに刷新されました。上下「青色」から、「黄色」のランニングに「赤色」のパンツ、胸には
阿南市ロゴマークをデザインしています。燃ゆる太陽に向かうひまわりのように、常に上をめざすチームでありたい！古豪復活をめざすチームの意気込みが伝
わってきます。表紙は、一昨年の12月に大野幼稚園で行われた「もちつき大会」のようすです。子どもたちの屈託のない笑顔が私たちの心を明るくし、未来
への希望を与えてくれます。本年もよろしくお願いします。（山田）
明けましておめでとうございます。科学センターで行われた「ふたご座流星群観望会」に参加しました。予想以上に見られた流星の数に感動して、参加者の皆
さんと一緒になって歓声を上げてしまいました。じっと立っていられないくらい寒かったこともあり、とても印象深い一日となりました。（相田）

編集室の

窓

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
1日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313
2日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313
3日 か じ か わ 整 形 外 科 日開野町 ☎24−5750
4日 井 坂 ク リ ニ ッ ク 津乃峰町 ☎27−0047
11日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313
12日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313
18日 羽ノ浦整形外科内科病院 羽ノ浦町 ☎44−6111
25日 林 整 形 外 科 見能林町 ☎23−6060

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00〜22：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

１月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。

●休日昼間　9：00〜17：00
日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

１月の相談

法律相談（要予約）	 ８日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所１階　市民相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談	 13日㈫、27日㈫
時 9:30～11:30　所 市役所１階　市民相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談	 23日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116

消費生活相談	 平日開館
時 9:30～16:30　所 消費生活センター
問 消費生活センター　☎24−3251

人権相談	 30日㈮
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階　相談室
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談	 ５日㈪、19日㈪、26日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性の生き方なんでも相談（要予約）
日 ６・13・20・27日　時 13:00～17:00
日 ９・23日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室分室　☎22－0361

年金相談（要予約）	 ８日㈭
時 9:00～15:30　所 市商工業振興センター
予 1カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※２月の相談日はありません。

１月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・住基カードの発行等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●納税相談　納税課（☎22−1792）へ

７日㈬、21日㈬　17:15〜18:15　市役所本庁１階

１月の市税

■国民健康保険税（第８期）
　納期限は、２月２日㈪です。納め忘れのないようにしましょう。

日曜相談窓口  25日㈰  8:30〜17:00（市役所 1階納税課）

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

市税の納付および分納等の納税（納付）相談を受け付けています。

スポーツ施設１月の休館日
サンアリーナ（温水プール） 1・2・3・5・13・19・26日
那賀川スポーツセンター 1・2・3・7・14・21・28日
羽ノ浦総合国民体育館 1・2・3・5・13・19・26日
羽ノ浦健康スポーツランド 1・2・3・5・13・19・26日
県南部健康運動公園 1・2・3・6・13・20・27日

人口と世帯数

人口 76,236人 （−  1）
（男）36,758人 （＋  5）
（女）39,478人 （−  6）

世帯数30,185世帯（＋10）

※平成26年11月末日現在
　カッコ内は前月対比
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金
曜
日
の
早
朝
、
阿
南
市
市
民
会
館
の
駐
車

場
に
、
仮
設
テ
ン
ト
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。
徳
島

の
魅
力
を
朝
に
詰
め
込
み
41
年
、「
金
曜
市
」

の
名
で
も
親
し
ま
れ
て
い
る
阿
南
市
青
空
市
。

市
内
外
か
ら
15
店
舗
が
出
店
し
、
季
節
の
野
菜

や
果
物
を
は
じ
め
、
海
産
物
の
干
物
や
花
木
、

日
用
雑
貨
な
ど
豊
富
な
品
揃
え
で
人
気
を
集
め

て
い
る
。

　

市
に
並
ぶ
野
菜
や
果
物
、
魚
は
ど
れ
も
新
鮮

で
み
ず
み
ず
し
く
、
し
か
も
安
い
。
春
は
タ
ケ

ノ
コ
、
夏
は
ハ
ウ
ス
み
か
ん
や
す
だ
ち
、
秋
は

露
地
み
か
ん
や
柿
、
冬
は
葉
物
野
菜
が
よ
く
売

れ
る
。
海
産
物
売
り
場
は
、
一
年
を
通
し
て
客

足
が
絶
え
な
い
と
い
う
。手
作
り
豆
腐
や
パ
ン
、

靴
、
花
木
、
刃
物
な
ど
、
何
で
も
あ
り
の
雑
多

感
が
た
ま
ら
な
い
。

　

開
始
は
午
前
６
時
と
早
い
が
、
良
品
を
求
め

る
お
客
さ
ん
に
は
関
係
な
い
よ
う
だ
。
早
朝
は

お
年
寄
り
が
中
心
で
、
通
勤
時
間
帯
に
は
主
婦

の
姿
も
。
中
に
は
職
場
の
人
に
頼
ま
れ
、
ま
と

め
買
い
を
し
て
い
く
人
も
見
ら
れ
る
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
、
今
日
は
何
に
し
よ
か
」

　

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
親
し
げ
な
会
話
が
弾
み
、

温
か
な
空
間
が
広
が
る
。

　

第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
物
価
の
高

騰
を
受
け
、１
９
７
３
年
（
昭
和
48
年
）
５
月
、

阿
南
市
消
費
者
協
会
が
消
費
者
生
活
の
安
定
を

図
ろ
う
と
、「
阿
南
市
青
空
市
の
会
」
を
結
成

し
た
の
が
始
ま
り
。
以
来
、
生
産
者
直
売
に
よ

り
、
新
鮮
で
安
価
な
商
品
を
提
供
し
続
け
て
き

た
。

　

妻
・
善
惠
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
市
を
見
守
っ

て
き
た
出
店
者
代
表
の
清 

春
樹
さ
ん
（
80
歳
・

山
口
町
）。
広
報
車
を
走
ら
せ
、
集
客
に
余
念

が
な
い
。「
毎
週
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る

お
客
さ
ん
が
い
ま
す
。
手
に
取
っ
た
商
品
の
特

徴
や
調
理
法
な
ど
を
気
軽
に
聞
け
る
の
が
市
の

良
さ
。
市
民
の
触
れ
合
い
の
場
に
も
な
っ
て
い

ま
す
」
と
、
敷
居
の
低
さ
を
強
調
す
る
。

　

季
節
に
彩
ら
れ
た
旬
の
野
菜
や
果
物
、
昔
懐

か
し
い
ふ
る
さ
と
の
味
、
徳
島
の
豊
か
な
自
然

の
恵
み
と
開
放
感
た
っ
ぷ
り
の
青
空
市
。
ス
カ

ッ
と
晴
れ
た
金
曜
日
、ち
ょ
っ
と
早
起
き
し
て
、

有
意
義
な
朝
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

問 

市
民
生
活
課
（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ

ぶらりまち紀行阿南
ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

■
発

行
／

平
成

27年
（

2015年
）

1月
1日

　【
678号

】
■

編
集

／
阿

南
市

企
画

部
秘

書
広

報
課

　
〒

774 -8501 阿
南

市
富

岡
町

ト
ノ

町
12番

地
3　

☎
0884-22-1110　

e-m
ail : hisho@

city.anan.tokushim
a.jp

■
印

刷
／

米
崎

印
刷

株
式

会
社

阿
南
市
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

地
域
の
話
題
を
い
ち
早
く
チ
ェ
ッ
ク
！

阿
南

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。

http://w
w

w
.city.anan.tokushim

a.jp/
広
報 〜地域の輝き〜

第103回

阿
南
市
青
空
市
の
会

開設当初は転々としていたが、1974年（昭和49年）７
月に阿南市スポーツセンター前広場に移転し、1991
年（平成３年）９月から市民会館前で開設している。

昭
和
59
年
頃
の
青
空
市


